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は
じ
め
に

行
基
墓
誌
断
片
は
、
奈
良
時
代
の
高
僧
、
行
基
に
か
か
わ
る
直
接
的
か
つ
唯

一
の
遺
品
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
僅
か
一
〇
㎝
余
り
の
銅
片
に
十
八
文

字
の
刻
銘
が
残
る
小
さ
な
遺
品
で
あ
る
が
、
大
正
年
間
の
発
見
以
来
、
多
く
の

先
学
が
こ
の
墓
誌
断
片
に
つ
い
て
関
心
を
寄
せ
、
行
基
の
事
績
は
も
と
よ
り
、

奈
良
時
代
の
仏
教
史
を
語
る
際
に
も
し
ば
し
ば
こ
れ
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
1
）。
銘

文
史
料
と
し
て
す
で
に
大
方
は
語
り
尽
く
さ
れ
た
感
が
あ
る
も
の
の
、
銅
製
品

と
し
て
の
質
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
詳
し
く
報
告
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
本
稿
で

は
、
こ
の
墓
誌
断
片
の
詳
細
な
観
察
や
成
分
分
析
な
ど
、
徹
底
し
た
モ
ノ
の
検

討
行
い
、
そ
れ
を
も
と
に
行
基
墓
を
造
っ
た
集
団
や
そ
の
造
営
理
念
に
つ
い
て

考
え
て
み
よ
う
と
思
う
。
な
お
、
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
同
時
代
資
料
と
し
て

東
大
寺
二
月
堂
本
尊
光
背
の
断
片
を
取
り
上
げ
、
比
較
対
照
す
る
こ
と
に
し
た
。

同
断
片
は
当
館
蔵
品
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
単
独
公
開
の
機
会
も
な
か
っ
た
の

で
、
資
料
紹
介
を
兼
ね
て
お
き
た
い
。

1
、
行
基
墓
誌
断
片
の
来
歴
と
概
要

（
1
）
行
基
墓
の
発
掘

行
基
墓
誌
断
片
の
観
察
に
入
る
前
に
、
ま
ず
は
行
基
の
墓
所
に
つ
い
て
簡
単

に
ま
と
め
て
お
く
。
行
基
が
亡
く
な
っ
た
の
は
天
平
二
十
一
年
（
七
四
九
）
二
月

二
日
の
夜
で
あ
っ
た
（『
大
僧
上
舎
利
瓶
記
』。
3
頁
参
照
）。
右
京
の
菅
原
寺
（
現

在
の
奈
良
市
喜
光
寺
）
に
お
い
て
、
釈
迦
の
涅
槃
の
ご
と
く
右
脇
を
下
に
し
て
臨

終
を
迎
え
た
と
い
う
。
二
月
八
日
に
は
生
駒
山
の
東
麓
で
荼
毘
に
付
さ
れ
た
が
、

そ
れ
は
本
人
の
遺
言
に
従
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
弟
子
た
ち
が
悲
し
み
に
悶
え

る
中
、
行
基
の
遺
骨
は
瓶
に
納
め
ら
れ
、
そ
れ
を
埋
め
た
山
上
を
結
界
し
、「
多

宝
塔
」
に
見
立
て
て
礼
拝
の
対
象
と
し
た
と
い
う
（
実
際
に
塔
を
建
て
た
と
解
す

る
場
合
も
あ
る
）。
行
基
の
墓
所
と
し
た
生
駒
山
の
東
麓
と
は
、
現
在
の
生
駒
市

竹
林
寺
の
境
内
地
に
あ
た
る
が
（
2
）、
鎌
倉
時
代
、
文
暦
二
年
（
一
二
三
五
）
に
は
そ

の
墓
所
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
顛
末
は
『
生
駒
山
竹
林
寺
縁
起
（
3
）』
に
詳
し

い
。
す
な
わ
ち
、
墓
所
発
掘
の
前
年
、
天
福
二
年
（
一
二
三
四
）
六
月
か
ら
慶
恩

な
る
僧
侶
に
行
基
本
人
か
ら
の
託
宣
が
あ
り
、
人
々
の
信
心
が
衰
え
て
い
る
こ

と
を
嘆
き
、
自
ら
の
墓
所
を
開
い
て
信
仰
を
復
興
す
る
よ
う
命
じ
て
き
た
。
こ

れ
を
怪
し
む
人
々
に
対
し
て
、
行
基
の
母
親
が
託
宣
に
登
場
し
た
り
、
慶
恩
の

室
内
に
白
煙
が
立
ち
込
め
る
「
奇
瑞
」
が
起
き
た
り
、
ひ
い
て
は
不
信
が
続
け

ば
隣
里
を
焼
き
払
う
と
行
基
が
恐
喝
め
い
た
託
宣
を
下
す
な
ど
、
た
び
た
び
の

督
促
が
な
さ
れ
た
。
相
談
を
受
け
た
僧
寂
滅
（
4
）は
天
皇
へ
の
奏
聞
を
提
案
す
る
が
、

そ
れ
を
行
う
間
も
な
く
託
宣
が
指
定
し
て
き
た
期
日
と
な
り
、
人
々
は
墓
所
の

開
削
を
始
め
て
し
ま
っ
た
。
結
果
、
地
下
か
ら
八
角
の
石
筒
が
発
見
さ
れ
、
こ

―
論

文
―

行
基
墓
誌
断
片
を
考
え
る
―
東
大
寺
二
月
堂
本
尊
光
背
断
片
と
の
比
較
か
ら
―

吉

澤

悟
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れ
を
開
く
と
中
に

銅
の
筒
が
入
っ
て

い
た
。
銅
筒
に
は

二
面
に
鎖
が
か
け

ら
れ
、
そ
の
一
方

に
鑰
（
錠
前
）
が

付
い
て
い
た
と
い

う
。
こ
れ
を
開
く

と
さ
ら
に
銅
の
筒

が
入
っ
て
お
り
、

筒
面
に
は
銘
文
が

あ
っ
た
の
で
、
そ

れ
は
別
紙
に
書
き

写
し
て
添
付
し
た

（
こ
れ
が
『
大
僧

上
舎
利
瓶
記
』〔
写

真
1
〕）。
そ
の
中

に
は
銀
の
瓶
が
あ

り
（
注
口
の
な
い

水
瓶
の
よ
う
な
形

だ
っ
た
と
い
う
）、
蓋
に
瓔
珞
を
懸
け
、
頸
に
は
「
行
基
菩
薩
遺
身
舎
利
瓶
」
と
書

か
れ
た
銀
の
札
が
下
げ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

こ
の
記
録
か
ら
、
行
基
墓
所
の
地
上
に
は
明
確
な
建
築
物
は
な
く
（
5
）、
地
下
に

八
角
石
筒
を
外
容
器
と
し
て
、
二
重
の
銅
筒
を
納
め
、
そ
の
中
核
に
水
瓶
形
の

銀
の
舎
利
容
器
（
骨
蔵
器
）
を
安
置
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
舎
利
容

器
が
水
瓶
形
な
の
は
、『
大
般
涅
槃
経
』
で
釈
迦
の
遺
骨
を
「
瓶
」
に
納
め
た
と

あ
る
こ
と
に
因
ん
だ
選
択
で
あ
ろ
う
。
現
在
に
残
る
行
基
墓
誌
断
片
は
、
銘
文

の
あ
る
銅
筒
に
対
応
す
る
の
で
、
舎
利
瓶
を
直
接
収
納
し
た
一
重
目
の
外
容
器

で
あ
っ
た
と
分
か
る
。

と
こ
ろ
で
、
行
基
は
文
殊
菩
薩
の
生
ま
れ
変
わ
り
と
の
信
仰
が
早
く
か
ら
広

ま
っ
て
お
り
（
6
）、
そ
の
本
人
の
舎
利
が
こ
の
世
に
表
れ
た
こ
と
は
一
種
の
奇
瑞
と

受
け
止
め
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
舎
利
瓶
は
発
掘
の
翌
年
、
嘉
禎
二
年
（
一
二
三

六
）
に
京
都
に
運
ば
れ
開
帳
さ
れ
（
7
）、
ま
た
、
正
嘉
三
年
（
一
二
五
九
）
と
弘
長
元

年
（
一
二
六
一
）、
同
三
年
（
一
二
六
三
）
の
三
回
に
わ
た
り
東
大
寺
大
仏
殿
に
お

い
て
律
僧
ら
の
供
奉
に
よ
り
盛
大
な
舎
利
供
養
が
行
わ
れ
て
い
る
（
8
）。
東
大
寺
の

凝
然
が
著
し
た
『
竹
林
寺
略
録
』（
唐
招
提
寺
蔵
。
鈴
木
学
術
財
団
一
九
七
二
）
に

よ
れ
ば
、
そ
の
後
、
墓
の
場
所
に
は
塔
廟
が
建
て
ら
れ
、
中
に
行
基
の
舎
利
瓶

や
外
容
器
を
納
め
、
中
心
に
は
文
殊
菩
薩
像
を
安
置
し
た
と
い
う
（
9
）。
こ
の
塔
以

外
に
も
灌
頂
堂
や
鐘
を
備
え
た
中
門
、
食
堂
や
湯
屋
な
ど
を
備
え
た
伽
藍
が
整

備
さ
れ
、「
大
聖
竹
林
寺
」
と
号
し
て
栄
え
た
。
し
か
し
、
明
応
七
年
（
一
四
九

八
）
八
月
、
興
福
寺
大
乗
院
方
の
古
市
氏
と
、
こ
れ
に
対
立
す
る
一
条
院
方
の

秋
篠
・
宝
来
の
衆
徒
の
間
で
起
き
た
合
戦
に
よ
り
、
竹
林
寺
は
炎
上
し
て
し
ま

う
（
10
）。
被
害
の
大
き
さ
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
時
の
火
災
に
よ
っ
て
堂
塔
の
多

く
が
焼
失
し
、
行
基
舎
利
瓶
と
外
容
器
も
燃
え
て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
現

在
の
よ
う
な
断
片
と
な
っ
た
の
は
こ
の
時
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
明
治
の
廃
仏
毀

釈
が
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
残
り
の
堂
宇
を
棄
却
し
て
し
ま
い
、
行
基
に

関
わ
る
遺
品
や
遺
構
は
す
べ
て
不
明
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
唯
一
、
現
在
の
行

基
墓
誌
断
片
が
地
元
在
住
の
個
人
の
元
に
伝
わ
っ
て
お
り
、
大
正
三
年
（
一
九

一
四
）
の
報
告
で
世
に
知
ら
れ
（
水
木
一
九
一
四
）、
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五

四
）
に
奈
良
国
立
博
物
館
が
こ
れ
を
買
取
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

写真1 『大僧上舎利瓶記』（奈良・唐招提寺）

2
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原

文

①
大
僧
上
舎
利
瓶
記

②
和
上
法
諱
法
行
一
號
行
基
薬
師
寺
沙
門
也
俗
姓
高
志

③
氏
厥
考
諱
才
智
字
智
法
君
之
長
子
也
本
出
於
百
齊
王

④
子
王
爾
之
後
焉
厥
妣
蜂
田
氏
諱
古
爾
比
賣
河
内
國
大

⑤
鳥
郡
蜂
田
首
虎
身
之
長
女
也
近
江
大
津
之
朝
戊
辰
之

⑥
歳
誕
於
大
鳥
郡
至
於
飛
鳥
之
朝
壬
午
之
年
出
家
歸
道

⑦
苦
行
精
勤
誘
化
不
息
人
仰
慈
悲
世
称
菩
薩
是
以
天
下

⑧
蒼
生
上
及
人
主
莫
不
望
塵
頂
禮
奔
集
如
市
遂
得

聖

⑨
朝
崇
敬
法
侶
歸
服
天
平
十
七
年
別
授
太
僧
正
之
任
竝

⑩
施
百
戸
之
封
于
時
僧
綱
已
備
特
居
其
上
雖
然
不
以
在

⑪
懐
勤
苦
弥
厲
壽
八
十
二
廿
一
年
二
月
二
日
丁
酉
之
夜
右

⑫
脇
而
臥
正
念
如
常
奄
終
於
右
京
菅
原
寺
二
月
八
日
火

⑬
葬
於
大
倭
國
平
群
郡
生
馬
山
之
東
陵
是
依
遺
命
也
弟

⑭
子
僧
景
靜
等
攀
號
不
及
瞻
仰
無
見
唯
有
砕
殘
舎
利
然

⑮
盡
輕
灰
故
蔵
此
器
中
以
爲
頂
礼
之
主
界
彼
山
上
以
慕

⑯
多
寶
之
塔

⑰

天
平
廿
一
年
歳
次
己
丑
三
月
廿
三
日
沙
門
真
成

訓

読

①
大
僧
上
（
正
）
舎
利
瓶
記

ほ
う
い

②
和
上
の
法
諱
は
法
行
な
り
。
一
に
行
基
と
号
す
。
薬
師
寺
の
沙
門
也
。
俗
姓
は
高
志

そ

い
み
な

さ
い
ち

あ
ざ
な

ち
ほ
う
ぎ
み

③
氏
な
り
。
厥
の
考
の
諱
は
才
智
と
い
い
、
字
は
智
法
君
と
い
う
も
の
の
長
子
也
。
本
は
百
済
の
王

わ

に

ひ

こ

に

ひ

め

④
子
王
爾
の
後
な
り
。
厥
の
妣
は
蜂
田
氏
に
し
て
諱
は
古
爾
比
売
と
い
い
、
河
内
国
大

は
ち
た
の
お
び
と
と
ら
み

み
か
ど

⑤
鳥
郡
の
蜂
田
首
虎
身
の
長
女
也
。
近
江
大
津
の
朝
の
戊
辰
の

⑥
歳
、
大
鳥
郡
に
誕
す
。
飛
鳥
の
朝
の
壬
午
の
歳
、
出
家
し
て
道
に
帰
し
、

や

⑦
苦
行
精
勤
し
、
誘
化
し
て
息
ま
ず
。
人
は
慈
悲
を
仰
ぎ
、
世
は
菩
薩
と
称
す
。
是
を
以
て
天
下
の

は
し

⑧
蒼
生
は
、
上
は
人
主
に
及
ぶ
ま
で
、
塵
を
望
み
頂
礼
せ
ざ
る
な
く
、
奔
り
集
ま
り
て
市
の
如
し
。
遂
に
聖

わ

⑨
朝
の
崇
敬
を
得
て
、
法
侶
は
帰
服
す
。
天
平
十
七
年
、
別
け
て
も
大
僧
上
（
正
）
の
任
を
授
け
、
竝
び
に

⑩
百
戸
の
封
を
施
す
。
時
に
僧
綱
は
已
に
備
わ
り
、
特
に
其
の
上
に
居
る
。
然
り
と
雖
も
以
て

お
も

い
よ
い
よ
は
げ

⑪
懐
う
と
こ
ろ
在
ら
ず
。
勤
苦
し
弥
厲
む
。
寿
八
十
二
に
し
て
、
廿
一
年
二
月
二
日
丁
酉
の
夜
、
右

に
わ
か

⑫
脇
に
し
て
臥
し
、
正
念
す
る
こ
と
常
の
如
く
、
奄
に
右
京
の
菅
原
寺
に
終
る
。
二
月
八
日
、

い
こ
ま
や
ま

⑬
大
倭
國
平
群
郡
生
馬
山
の
東
陵
に
火
葬
す
。
是
れ
遺
命
に
依
る
也
。
弟

は
ん
ご
う

せ
ん
ご
う

⑭
子
の
僧
景
静
等
は
攀
号
す
る
も
及
ば
ず
、
瞻
仰
す
れ
ど
も
見
る
も
の
無
く
、
唯
だ
砕
け
残
れ
る
舎
利
有
る
の
み
な
り
。

も

か
れ

⑮
然
（
燃
）
え
尽
き
て
軽
き
灰
な
り
。
故
、
此
の
器
中
に
蔵
め
、
以
て
頂
礼
の
主
と
為
し
、
彼
の
山
上
を
界
し
、
以
て

も

⑯
多
宝
の
塔
に
慕
す
。

⑰

天
平
廿
一
年
歳
は
己
丑
に
次
る
三
月
廿
三
日

沙
門
真
成

※
各
行
上
の
番
号
は
『
大
僧
上
舎
利
瓶
記
』
の
行
数
を
表
す

※
全
文
お
よ
び
訓
読
は
『
行
基
事
典
』（
井
上
（
編
）
一
九
九
七
）
を
引
用
。
た
だ
し
、
文
字
配
列
は
図
5
（
藤
澤
一
九
五
六
）
に
従
っ
た
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（
2
）
墓
誌
銘
文

寂
滅
に
よ
り
書
き
写
さ
れ
た
銅
筒
の
銘
文
は
、『
大
僧
上
舎
利
瓶
記
』
と
し
て

唐
招
提
寺
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
全
文
は
す
で
に
各
書
で
紹
介
さ
れ
て
お
り
（
11
）、

墓
誌
断
片
の
文
字
配
列
を
参
考
に
お
よ
そ
一
行
に
二
十
字
の
割
合
で
記
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
復
元
さ
れ
て
い
る
（
石
田
ほ
か
一
九
三
七
（
12
））
。
前
頁
に
全
文
を
掲
げ

た
が
、
そ
の
後
段
部
分
に
は
、
行
基
の
遺
命
に
よ
り
生
駒
山
の
東
麓
で
火
葬
し

た
こ
と
や
、
墓
所
を
「
多
宝
の
塔
に
慕
す
」
と
い
う
記
述
、
あ
る
い
は
景
静
や

真
成
な
ど
行
基
の
弟
子
た
ち
の
名
前
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
は
行
基
の
墓
所
構
造

や
行
基
集
団
を
考
え
る
上
で
特
に
注
目
さ
れ
る
部
分
で
あ
る
。

2
、
行
基
墓
誌
断
片
の
詳
細

行
基
墓
誌
断
片
は
、
縦
一
〇
・
七
㎝
（
13
）、
横
六
・
八
㎝
、
厚
さ
五
・
八
㎜
、
重

量
一
八
六
・
〇
ｇ
を
は
か
る
、
逆
三
角
形
の
厚
い
銅
板
片
で
あ
る
（
図
1
）。
表

面
は
滑
ら
か
で
、
轆
轤
挽
き
に
よ
る
研
磨
痕
が
僅
か
に
残
り
、
鏨
で
罫
線
と
文

字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
当
初
は
鍍
金
が
施
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
肉
眼

で
は
一
部
に
微
か
に
見
ら
れ
る
だ
け
で
、
目
立
つ
金
属
光
沢
は
銅
の
地
金
に
因

む
も
の
で
あ
る
。
裏
面
は
全
く
の
未
加
工
で
、
轆
轤
で
成
形
し
た
鋳
型
の
粗
い

肌
が
写
さ
れ
て
い
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
本
品
は
銀
製
の
舎
利
瓶
を
直
接
収
納

し
て
い
た
「
銅
筒
」
、
す
な
わ
ち
円
筒
形
容
器
の
一
部
な
の
で
、
表
面
に
は
軽
い

d

図1 行基墓誌断片 実測図

5㎝（S＝１／１）

d

c

c

0

b

b

a

a

4

／鹿園雑集　２１号２０１９／２１号縦組／行基墓誌を考える　０１‐２０ 2019.06.05 16.47.49 Page 36



張
り
が
あ
り
、
横
断
面
は
ゆ
る
い
ア
ー
チ
形
を
描
い
て
い
る
。

素
材
は
蛍
光
Ｘ
線
分
析
に
よ
り
、
お
よ
そ
銅
八
五
・
六
％
、
錫
一
・
五
％
、

鉛
六
・
二
％
、
砒
素
四
・
一
％
を
含
む
合
金
で
、
表
面
に
の
み
金
が
検
出
さ
れ

て
い
る
（
表
1
）。
鉛
や
砒
素
を
多
く
含
む
の
が
目
立
っ
た
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、

周
縁
の
破
断
面
に
は
多
数
の
気
泡
が
表
れ
て
お
り
、
大
き
な
も
の
は
直
径
五
㎜

も
あ
る
（
写
真
2
）。
鋳
造
の
際
、
溶
銅
内
に
生
じ
た
ガ
ス
を
十
分
に
排
気
で
き

な
か
っ
た
結
果
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
気
泡
を
沢
山
含
ん
だ
銅
製

品
は
あ
ま
り
見
た
こ
と
が
な
い
。
こ
の
状
態
が
全
体
に
わ
た
っ
て
生
じ
て
い
た

の
で
あ
れ
ば
、
気
泡
が
表
面
に
露
出
し
て
大
き
な
孔
を
生
じ
た
部
分
も
あ
っ
た

と
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
、
構
造
的
に
弱
く
な
る
の
で
、
重
圧
が
か
か
れ
ば
簡
単

に
破
断
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
鋳
造
技
術
的
に
は
失
敗
作
と
評
価
さ
れ
か
ね

な
い
も
の
で
あ
る
が
、
ま
さ
に
そ
の
点
に
こ
そ
、
本
品
の
性
格
を
考
え
る
ヒ
ン

特記事項

表面に鍍金の痕跡
表面に鍍金の痕跡

気泡部分を測定

黄色の気泡部分を測定

その他
（微量含有）

銀（Ag）、アンチモン（Sb）
銀（Ag）、アンチモン（Sb）
銀（Ag）、アンチモン（Sb）
銀（Ag）、アンチモン（Sb）
銀（Ag）、アンチモン（Sb）
銀（Ag）、アンチモン（Sb）
銀（Ag）、アンチモン（Sb）
銀（Ag）、アンチモン（Sb）

銀（Ag）、アンチモン（Sb）

鉄
（Fe）
0．4
0．6
4．0
3．2
0．6
0．5
0．4
0．8

1．6

金
（Au）
23．0
16．0
－
－
－
－
－
－

－

鉛
（Pb）
1．4
1．6
9．6
9．4
4．3
3．9
4．5
5．5

6．2

砒素
（As）
1．2
1．7
3．5
4．3
4．3
4．4
4．1
4．2

4．1

錫
（Sn）
1．5
1．4
1．4
1．7
1．6
1．2
1．4
1．4

1．5

銅
（Cu）
71．2
77．5
80．4
79．8
88．4
89．2
88．8
87．4

85．6

元素（％）
測定位置

①表面・「特」の上
②表面・「上」の左
③裏面・右上
④裏面・左上
⑤右側面・「別」脇
⑥右側面・罫線下端
⑦右側面・「上」脇
⑧上断面・中央罫線
③～⑧（鍍金なし）の
平均値

装置 ハンドヘルド蛍光X線分析計：
SPECTRO製 xSORT Combi XHH03_C

条件 Ｘ線管球 Rh（ロジウム）ターゲット
Ｘ線出力 50kV，50μA
測定時間 5秒
照射径 約1cm
検出器 SDD（シリコンドリフト検出器）
資料と装置の距離 約1cm

上面俯瞰と同破断面

右側面と同破断面拡大

写真2 行基墓誌断片の破断面

表1 行基墓誌断片の金属組成

5 ���� 21 (2019)

／鹿園雑集　２１号２０１９／２１号縦組／行基墓誌を考える　０１‐２０ 2019.06.05 16.47.49 Page 37



ト
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

銘
文
は
、
罫
線
が
三
本
、
字
形
の
分
か
る
も
の
十
八
文
字
（
字
画
の
一
部
が
見

え
る
も
の
は
四
文
字
分
）
を
数
え
る
。
先
掲
の
『
大
僧
上
舎
利
瓶
記
』
全
文
に
照

ら
す
と
、
墓
誌
残
欠
は
そ
の
後
半
部
分
、
行
基
が
大
僧
正
に
抜
擢
さ
れ
、
八
十

二
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
の
部
分
に
相
当
す
る
。

年
別
（
授
）

備
特
居
其
上
雖
（
然
）

一
年
二
月
二
日
（
丁
）

（
終
）
於
右
京

※
（

）
は
字
画
の
一
部
が
見
え
る
文
字

文
字
の
形
は
や
や
力
み
な
が
ら
も
跳
ね
や
は
ら
い
を
忠
実
に
行
う
楷
書
で
、

横
画
の
最
後
を
軽
く
「
へ
」
字
形
に
曲
げ
る
癖
が
あ
る
。
鏨
の
運
び
は
深
く
滑

ら
か
で
、
一
部
に
角
を
立
て
な
が
ら
底
を
浚
う
よ
う
な
刻
字
が
あ
る
も
の
の

（
薬
研
彫
の
Ｖ
字
刻
み
ほ
ど
強
い
も
の
は
な
い
）、
大
方
の
字
画
の
中
は
丸
底
形
を

呈
し
て
い
る
。
文
字
の
輪
郭
に
め
く
れ
が
生
じ
て
い
る
部
分
も
見
受
け
ら
れ
る
。

罫
線
は
勢
い
よ
く
刻
ま
れ
て
い
る
部
分
と
慎
重
な
引
き
直
し
の
両
方
が
見
ら

れ
る
。
右
よ
り
一
本
目
は
途
中
で
途
切
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
ま
ま
の
勢
い
で
続

き
を
刻
ん
で
い
る
。
逆
に
二
本
目
は
一
度
手
を
と
め
て
、
そ
の
横
に
重
複
さ
せ

て
刻
み
始
め
る
が
、
や
や
ず
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
あ
ら
た
め
て
最
初
の

続
き
か
ら
慎
重
に
刻
み
直
し
て
い
る
。
な
お
、
古
代
の
墓
誌
の
罫
線
は
針
書
の

よ
う
に
細
い
線
を
引
く
も
の
が
多
く
（
威
奈
大
村
骨
蔵
器
〔
慶
雲
四
年
／
七
〇
七
〕、

美
努
岡
万
墓
誌
〔
天
平
二
年
／
七
三
〇
〕、
石
川
年
足
墓
誌
〔
天
平
宝
字
六
年
／
七
六

二
〕
な
ど
）、
本
品
の
よ
う
に
太
線
を
深
く
彫
り
込
む
の
は
珍
し
い
（
近
い
も
の

に
山
代
忌
寸
真
作
墓
誌
（
戊
辰
年
／
七
二
八
）
が
あ
る
）。
そ
こ
に
他
の
墓
誌
と
は

異
な
る
製
作
経
緯
や
動
機
を
読
み
取
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
今
回
の
観
察
に
よ
り
、
文
字
と
罫
線
の
ど
ち
ら
の
刻
線
の
中
に
も
鍍
金

の
痕
跡
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
威
奈
大
村
骨
蔵
器
（
前
出
）
や
山

代
忌
寸
真
作
墓
誌
（
前
出
）、
小
治
田
安
万
侶
墓
誌
（
神
亀
六
年
／
七
二
九
）、
石
川

年
足
墓
誌
（
前
出
）
な
ど
鍍
金
の
あ
る
墓
誌
は
す
べ
て
刻
銘
内
に
鍍
金
が
確
認

さ
れ
て
い
る
（
14
）。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
銅
板
や
骨
蔵
器
の
表
面
に
先
に
銘
文
を
刻

み
、
最
後
の
仕
上
げ
と
し
て
鍍
金
を
施
す
墓
誌
の
通
例
に
反
し
て
、
本
品
は
鍍

金
済
み
の
完
成
体
に
後
か
ら
銘
文
を
刻
ん
だ
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
（
15
）。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
本
品
の
評
価
に
直
結
す
る
問
題
な
の
で
、
ま
た
後
に

取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

3
、
東
大
寺
二
月
堂
本
尊
光
背
断
片
に
つ
い
て

（
1
）
資
料
の
来
歴
と
概
要

行
基
墓
誌
断
片
を
考
え
る
上
で
、
同
時
代
の
鋳
銅
製
品
と
の
比
較
検
討
は
欠

か
せ
な
い
。
以
下
、
東
大
寺
二
月
堂
の
本
尊
の
光
背
断
片
を
紹
介
し
、
行
基
墓

誌
断
片
と
比
較
し
て
み
た
い
。

東
大
寺
二
月
堂
は
、
周
知
の
通
り
毎
年
三
月
（
旧
暦
二
月
）
に
行
わ
れ
る
修
二

会
（
お
水
取
）
で
有
名
な
建
物
で
、
本
尊
の
銅
造
十
一
面
観
音
像
は
、
創
建
当
初

か
ら
内
陣
中
央
の
岩
盤
上
に
立
ち
続
け
て
い
る
と
い
う
（
秘
仏
）。
寛
文
七
年

（
一
六
六
七
）
の
火
災
に
よ
り
二
月
堂
が
焼
け
、
本
尊
も
大
き
く
損
傷
し
、
光
背

や
頭
光
は
高
熱
に
よ
り
細
か
な
断
片
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
断
片
は
二
月

堂
か
ら
降
ろ
さ
れ
て
法
華
堂
前
の
校
倉
に
長
ら
く
収
蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
明
治

三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
頃
に
関
野
貞
氏
に
よ
っ
て
再
発
見
さ
れ
た
（
濱
田
一
八

八
九
）。
以
後
、
残
る
断
片
を
つ
な
い
で
板
に
鋲
留
め
し
、
お
よ
そ
当
初
の
姿
が

偲
べ
る
状
態
に
復
元
さ
れ
た
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
光
背
断
片
は
、
こ
の
復
元
が

6
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な
さ
れ
る
前
に
寺
外
に
流
出
し
た
小
片
の
一
つ
で
、
仏
教
美
術
品
の
収
集
家
で

あ
っ
た
野
田
吉
兵
衛
氏
の
旧
蔵
品
で
あ
る
（
現
在
は
当
館
蔵
）。
光
背
全
体
は
近

年
、
裏
面
観
察
も
で
き
る
よ
う
に
ア
ク
リ
ル
板
に
固
定
さ
れ
直
し
、
本
品
の
原

位
置
に
は
レ
プ
リ
カ
が
嵌
め
込
ま
れ
て
復
元
・
公
開
さ
れ
て
い
る
（
当
館
寄
託
、

な
ら
仏
像
館
に
展
示
）。

と
こ
ろ
で
、
二
月
堂
の
本
尊
お
よ
び
光
背
の
製
作
年
代
で
あ
る
が
、『
東
大

寺
要
録
』
に
は
実
忠
和
尚
が
天
平
勝
宝
四
年
（
七
五
二
）
に
十
一
面
観
音
悔
過
を

行
っ
た
と
あ
り
、
こ
れ
を
二
月
堂
の
創
建
と
し
て
い
る
が
、
一
方
で
天
平
勝
宝

八
歳
（
七
五
六
）
の
「
東
大
寺
山
堺
四
至
図
」
に
は
二
月
堂
の
姿
が
な
く
、
も
う

少
し
遅
れ
る
と
の
見
方
が
あ
る
（
奈
良
六
大
寺
大
観
刊
行
会
一
九
六
八
）。
福
山

敏
男
氏
は
、
天
平
宝
字
六
年
（
七
六
二
）
の
「
造
東
大
寺
司
告
朔
解
」
に
「
錯
作

銅
�
像
天
衣
并
座
花
」
な
ど
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
よ
そ
こ
の
頃
に
鋳
造
さ
れ

た
と
推
定
さ
れ
て
お
り
（
福
山
一
九
四
七
）、
ま
た
こ
の
像
の
光
背
に
線
刻
さ
れ

た
仏
菩
薩
の
表
現
は
、
大
仏
連
弁
（
天
平
勝
宝
末
年
〔
七
五
五
〜
六
頃
〕
に
鋳
成
）

の
線
刻
画
よ
り
も
後
出
的
で
、
や
は
り
天
平
宝
字
年
間
（
七
五
七
〜
七
六
四
）
頃

図3 東大寺二月堂本尊光背の線刻画〔表面・中段〕と本断片の位置〔アミかけ〕（鷲塚ほか2003より改変・引用）

図2 東大寺二月堂本尊光背の現存部分
（黒い三角形が本断片）
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に
相
当
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
奈
良
六
大
寺
大
観
刊
行
会

同
前
）。

行
基
墓
誌
の
天
平
二
十
一
年
（
七
四
九
）
よ
り
も
十
数
年
遅
れ
る
が
、

よ
く
似
た
厚
手
の
鋳
銅
製
品
で
あ
り
、
比
較
資
料
と
し
て
こ
れ
以
上

に
相
応
し
い
も
の
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

光
背
全
体
は
総
高
二
・
二
七
ⅿ
（
�
含
む
）
で
、
三
重
の
帯
圏
を
設

け
、
そ
の
外
縁
に
火
焰
が
立
ち
上
が
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
大
型
品
で
あ

り
な
が
ら
、
本
体
の
厚
さ
は
僅
か
三
〜
九
㎜
で
、
一
五
〜
一
八
㎜
厚

の
帯
圏
を
巡
ら
せ
る
に
し
て
も
、
全
体
を
一
鋳
で
作
っ
て
い
る
技
量

は
相
当
な
も
の
で
あ
る
。
当
初
は
表
裏
面
に
鍍
金
が
施
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
が
、
今
は
ほ
と
ん
ど
見
え
ず
、
黒
褐
色
を
呈
し
て
い
る
。

そ
の
地
板
に
は
仏
菩
薩
の
世
界
が
精
巧
な
線
刻
で
表
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
内
容
は
大
悲
心
陀
羅
尼
の
力
で
変
化
し
た
十
一
面
千
手
観
音
を

中
心
に
、
そ
こ
に
如
来
や
菩
薩
、
天
部
ら
が
参
集
す
る
様
子
を
表
わ

し
て
い
る
（
稲
本
二
〇
〇
四
）
。
こ
の
光
背
図
様
の
中
で
、
本
品
は
正

面
に
向
か
っ
て
右
側
、
最
外
枠
の
中
段
に
あ
た
り
、
如
来
坐
像
が
縦

に
一
列
で
並
ぶ
部
分
に
相
当
す
る
（
図
2
、
3
）。

（
2
）
光
背
断
片
の
詳
細

平
面
形
態
は
不
整
三
角
形
、
表
面
（
如
来
像
を
描
く
側
）
に
向
か
い

僅
か
な
反
り
歪
み
は
あ
る
が
、
お
お
む
ね
平
坦
で
、
表
裏
面
と
も
滑

ら
か
に
整
え
ら
れ
て
い
る
（
図
4
）。
縦
七
・
七
㎝
（
最
大
長
）、
横

四
・
六
㎝
（
最
大
幅
）、
厚
四
・
六
㎜
、
重
量
七
五
・
八
ｇ
で
あ
る
。

表
面
に
は
、
蓮
華
座
に
坐
し
、
膝
前
で
合
わ
せ
た
両
手
を
衣
で
隠
す

如
来
の
姿
を
表
し
、
裏
面
は
上
方
に
た
な
び
く
衣
裂
と
、
山
岳
の
裾

が
連
な
る
様
子
が
部
分
的
に
見
え
る
。
い
ず
れ
も
鏨
に
よ
る
線
刻
文

5㎝（S＝１／１）0

c

図4 東大寺二月堂本尊光背断片実測図

c

a

a

b

b
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で
、
裏
面
の
み
地
に
魚
々
子
鏨
が
打
た
れ
て
い
る
。

お
よ
そ
鏨
運
び
は
流
暢
で
刻
線
も
生
き
生
き
と
し

て
い
る
。
刻
線
の
中
は
丸
く
底
を
浚
う
よ
う
に
削

ら
れ
て
お
り
、
行
基
墓
誌
の
銘
文
に
比
べ
て
浅
く
、

全
体
に
均
一
な
力
加
減
を
感
じ
る
。
周
縁
は
被
熱

に
よ
り
自
然
破
断
し
た
粗
い
割
れ
口
を
見
せ
る
。

行
基
墓
誌
の
よ
う
な
大
き
な
気
泡
は
も
と
よ
り
、

小
さ
な
「
巣
」
も
一
切
み
ら
れ
ず
、
均
質
な
銅
塊

の
切
断
面
と
言
っ
て
よ
い
（
写
真
3
）。

蛍
光
Ｘ
線
に
よ
る
成
分
分
析
の
結
果
は
、
銅
九

二
・
五
％
、
錫
一
・
八
％
、
砒
素
三
・
五
％
、
鉛

一
・
二
％
で
あ
っ
た
（
表
2
）。
こ
れ
は
鍍
金
さ
れ

て
い
な
い
断
面
部
分
を
測
定
し
た
平
均
値
で
、
表

と
裏
面
か
ら
は
上
記
の
成
分
に
加
え
て
金
が
二
・

七
〜
六
・
五
％
検
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
結
果
か

ら
、
錫
や
鉛
を
僅
か
に
含
む
純
度
の
高
い
銅
製
品

で
あ
り
、
砒
素
を
含
む
特
徴
か
ら
周
防
国
長
登
産

の
銅
が
使
わ
れ
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。

4
、
行
基
墓
誌
断
片
と
東
大
寺

二
月
堂
本
尊
光
背
断
片
の
比
較

以
上
に
紹
介
し
た
奈
良
時
代
の
二
つ
の
銅
片
を

比
較
し
て
み
た
い
。
ま
ず
一
見
し
て
分
か
る
顕
著

な
違
い
は
、
行
基
墓
誌
の
断
面
に
見
え
る
気
泡
が

特記事項

近代の朱書あり
近代の朱書あり

その他
（微量含有）

銀（Ag）、鉄（Fe）、アンチモン（Sd）
銀（Ag）、鉄（Fe）、アンチモン（Sd）
銀（Ag）、鉄（Fe）、アンチモン（Sd）
銀（Ag）、鉄（Fe）、アンチモン（Sd）
銀（Ag）、鉄（Fe）、アンチモン（Sd）
銀（Ag）、鉄（Fe）、アンチモン（Sd）
銀（Ag）、鉄（Fe）、アンチモン（Sd）

金
（Au）
3．0
3．9
2．7
5．5
6．5
－
－

－

鉛
（Pb）
1．6
1．6
1．7
1．6
1．2
1．2
1．1

1．2

砒素
（As）
3．3
3．2
3．6
2．9
2．8
3．3
3．6

3．5

錫
（Sn）
2．1
2．1
2．1
1．7
2．0
1．7
1．9

1．8

銅
（Cu）
88．6
87．9
88．3
87．1
86．2
92．6
92．4

92．5

元素（％）
測定位置

①表面・如来顔
②表面・如来腹
③表面・裳裾
④裏面・山裾付近
⑤裏面・衣脇
⑥右側面
⑦左側面
⑥・⑦（鍍金なし）の
平均値

右側面俯瞰

写真3 東大寺二月堂本尊光背断片の破断面

※装置、条件は表1と同じ

左側面の破断面

右側面の破断面

下面の破断面

表2 東大寺二月堂本尊光背断片の金属組成
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光
背
断
片
に
は
皆
無
な
点
で
あ
る
。

行
基
墓
誌
の
気
泡
は
、
溶
銅
か
ら
生

じ
た
ガ
ス
を
逃
が
す
孔
を
鋳
型
に
設

け
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
鋳
型
の

熱
管
理
が
不
十
分
で
溶
銅
が
急
冷
し

た
た
め
で
あ
ろ
う
。
他
に
も
原
因
が

求
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
い

ず
れ
に
せ
よ
現
代
の
感
覚
で
は
鋳
物

と
し
て
欠
陥
品
で
あ
る
。
一
方
、
光

背
の
方
は
は
る
か
に
大
き
な
品
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
点
の

「
巣
」
も
な
く
均
質
に
仕
上
が
っ
て

い
る
。
両
者
の
鋳
造
技
術
の
差
は
歴

然
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

次
に
鏨
の
刻
線
に
つ
い
て
み
る
と
、

行
基
墓
誌
は
文
字
、
光
背
は
絵
画
な

の
で
厳
密
に
は
比
べ
よ
う
が
な
い
が
、

行
基
墓
誌
は
力
を
こ
め
て
深
く
刻
ん

で
お
り
、
罫
線
を
途
中
で
引
き
直
し

て
い
る
よ
う
に
若
干
の
個
性
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
。
鍍
金
を
施
し
た

後
か
ら
文
字
を
刻
ん
で
い
る
の
は
、

鋳
造
と
彫
金
が
別
の
場
所
で
行
わ
れ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
特
異
な
製
作
背

景
を
推
測
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ

の
点
か
ら
も
造
石
山
寺
司
や
造
東
大
寺
司
の
よ
う
な
官
営
工
房
の
仕
事
と
は
異

な
る
と
感
じ
ら
れ
る
。

成
分
分
析
に
関
し
て
も
違
い
は
明
瞭
で
あ
る
。
両
者
と
も
砒
素
を
一
定
量
含

ん
で
お
り
、
長
登
銅
山
の
銅
を
用
い
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
行
基
墓
誌

の
方
は
鉛
を
平
均
六
％
近
く
含
ん
で
お
り
、
そ
れ
が
一
％
前
後
の
光
背
断
片
と

は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
鉛
を
混
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
銅
の
融
点
を
下

げ
、
湯
流
れ
を
よ
く
す
る
効
果
が
得
ら
れ
る
の
で
、
効
率
的
な
鋳
造
に
向
い
て

い
る
。
実
際
、
中
国
・
唐
時
代
の
銅
鏡
に
は
約
二
五
％
の
錫
と
共
に
約
五
％
の

鉛
が
含
ま
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
（
成
瀬
二
〇
〇
九
）。
た
だ
し
、
鉛
だ
け
が

卓
越
し
て
い
る
点
で
、
行
基
墓
誌
は
や
や
特
殊
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
七
〜

八
世
紀
の
鋳
銅
品
の
成
分
と
比
較
し
て
み
る
と
、
光
背
断
片
は
東
大
寺
大
仏
や

八
角
燈
籠
な
ど
と
近
い

傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分

か
る
（
表
3
）。
一
方
、

鉛
の
多
い
行
基
墓
誌
は

そ
の
中
で
も
異
質
な
存

在
と
確
認
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。

特記事項

断面と裏面の平均値
断面の平均値

三船ほか2011を引用して作成

他

2．8
0．9
2．7
2．0
5．9
2．6
1．0

鉛
（Pb）
0．6
0．3
0．5
0．5
1．4
6．2
1．2

砒素
（As）
2．6
1．4
1．9
3．0
4．1
4．1
3．5

錫
（Sn）
1．5
1．0
0．4
1．8
1．2
1．5
1．8

銅
（Cu）
92．4
96．4
94．6
92．8
87．4
85．6
92．5

時代

7C後～8C中
7C後
8C
8C中
8C中（751年）
8C中（749年）
8C中（760年代）

測定対象

蟹満寺釈迦如来坐像
薬師寺金堂月光菩薩蓮台
薬師寺講堂薬師像
東大寺大仏左膝下部
東大寺八角燈籠
行基墓誌残欠
東大寺二月堂本尊光背

表3 古代鋳銅作品の金属組成比較

図5 行基墓誌銘の復元図（藤澤1956より引用）
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5
、
行
基
墓
誌
断
片
の
復
元
的
検
討

本
品
は
僅
か
一
〇
㎝
ほ
ど
の
小
片
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
備
わ
る
情
報
を
も
と

に
、
当
初
の
姿
を
復
元
考
察
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、
銘
文
の
範
囲
に
つ
い
て
で

あ
る
が
、
藤
澤
一
夫
氏
が
復
元
し
た
図
5
は
、
本
品
の
罫
線
幅
や
字
配
り
を
も

と
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、
最
も
現
物
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。
復
元
さ
れ
た
銘
文

枠
は
、
本
文
十
五
行
に
表
題
と
奥
付
を
各
一
行
加
え
て
全
十
七
行
、
一
行
あ
た

り
二
十
字
詰
め
を
原
則
と
し
、
周
縁
を
枠
線
で
囲
っ
た
横
長
の
長
方
形
と
な
る
。

本
品
の
一
行
幅
は
平
均
二
・
二
㎝
な
の
で
、
こ
れ
を
十
七
倍
し
た
三
七
・
四
㎝

が
枠
の
横
幅
と
な
る
。
縦
幅
は
、
図
5
の
縦
横
比
よ
り
二
九
・
六
㎝
と
な
る
。

面
積
は
一
一
〇
七
㎠
。
現
物
の
表
面
積
四
六
・
五
㎠
の
二
三
・
八
倍
の
広
さ
で

あ
る
。

次
ぎ
に
外
容
器
本
体
の
復
元
で
あ
る
が
、『
生
駒
山
竹
林
寺
縁
起
』
の
記
述
に

よ
り
、
こ
れ
が
銅
製
の
円
筒
形
の
容
器
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
認
さ
れ
る
が
、
具

体
的
な
大
き
さ
と
な
る
と
ほ
と
ん
ど
分
か
ら
な
い
。
ま
ず
、
円
筒
の
直
径
は
、

本
品
の
横
方
向
の
湾
曲
か
ら
推
定
す
る
し
か
な
い
が
、
上
段
左
に
歪
み
が
生
じ

て
お
り
、
正
確
な
湾
曲
比
率
が
つ
か
め
な
い
。
梅
原
末
治
氏
は
「
長
さ
に
對
し

約
一
分
（
約
三
㎜：

筆
者
注
）
内
側
に
彎
曲
あ
り
」
と
表
現
し
た
（
梅
原
一
五
一

五
ｂ
）
が
、
そ
れ
を
参
考
に
図
1
の
横
断
面
・
上
段
（
ａ
）
に
補
助
線
を
加
え
、

中
段
（
ｂ
）
と
比
較
し
な
が
ら
回
転
復
元
す
る
と
、
半
径
一
八
〜
二
〇
㎝
の
円

形
が
得
ら
れ
る
。
容
器
の
高
さ
は
、
銘
文
枠
が
縦
二
九
・
六
㎝
で
あ
っ
た
の
で
、

三
〇
㎝
以
上
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
行
基
の
舎
利
瓶
を
模
し
て
後
世

に
作
ら
れ
た
行
基
遺
身
舎
利
瓶
塔
（
写
真
4
右
）
は
、
総
高
五
六
・
五
㎝
で
あ
る

が
、
木
製
台
と
大
袈
裟
な
天
蓋
や
相
輪
を
除
く
と
塔
身
は
三
五
㎝
前
後
の
よ
う

で
あ
る
。
ま
た
、
行
基
墓
に
倣
っ
て
自
ら
の
墓
の
設
営
を
遺
言
し
た
と
み
ら
れ

る
忍
性
の
骨
蔵
器
（
写
真
4
左
）
は
高
さ
二
九
・
七
㎝
で
あ
っ
た
（
16
）。
こ
れ
ら
を
参

考
に
す
れ
ば
、
高
さ
四

〇
㎝
く
ら
い
を
目
途
に

し
て
お
く
こ
と
は
で
き

そ
う
で
あ
る
。
蓋
に
つ

い
て
は
全
く
情
報
が
な

い
が
、
シ
ン
プ
ル
な
被

蓋
な
い
し
印
籠
蓋
を
想

像
し
て
、
独
自
の
高
さ

を
見
込
ま
ず
に
先
の
約

四
〇
㎝
を
総
高
と
し
て

写真4 行基舎利瓶推定の参考品
（右）行基遺身舎利瓶塔（奈良・唐招提寺）
（左）忍性骨蔵器〔竹林寺忍性墓出土〕（奈良・竹林寺）

図6 銅製円筒形容器の推定復元図

約
40
㎝

約18㎝
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お
く
。
以
上
に
よ
り
、
半
径
約
一
八
㎝
、
高
さ
約
四
〇
㎝
、
安
定
感
の
あ
る
円

筒
形
外
容
器
が
推
定
復
元
さ
れ
た
（
図
6
）。

と
こ
ろ
で
、
本
品
は
厚
さ
が
五
㎜
以
上
あ
り
、
小
断
片
で
あ
り
な
が
ら
一
八

六
ｇ
も
の
重
さ
が
あ
っ
た
。
上
記
の
円
筒
形
外
容
器
の
表
面
積
の
比
率
（
本
品

の
約
一
四
一
倍
）
を
も
と
に
、
そ
の
重
さ
を
計
算
す
る
と
約
二
六
・
二
㎏
と
な
る
。

中
国
・
唐
時
代
の
斤
（
金
銀
器
の
重
量
か
ら
算
出
し
た
当
時
の
一
斤
は
約
六
八
〇

ｇ
）
に
換
算
す
れ
ば
、
お
よ
そ
三
九
斤
に
相
当
す
る
。
部
位
に
よ
っ
て
厚
さ
は

一
様
で
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
側
壁
よ
り
も
底
板
は
さ
ら
に
厚
く
、
蓋
と
身
が

重
な
る
部
分
に
も
相
応
の

厚
み
が
見
込
ま
れ
る
。
よ

っ
て
、
こ
れ
を
上
回
る
重

量
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違

い
な
か
ろ
う
。
古
代
の
骨

蔵
器
や
外
容
器
で
こ
れ
ほ

ど
重
い
も
の
は
、
石
櫃

（
石
製
骨
蔵
器
）
を
除
け

ば
存
在
し
な
い
。
し
か
も

こ
れ
は
一
重
目
の
外
容
器

の
重
さ
で
あ
り
、
外
側
に

は
こ
れ
を
収
納
す
る
二
重

目
の
銅
製
容
器
が
あ
り
、

さ
ら
に
そ
の
外
に
は
八
角

の
石
製
容
器
も
存
在
し
た

の
で
あ
る
。
そ
の
大
き
さ

や
全
重
量
は
計
り
知
れ
な

い
が
、
も
は
や
手
で
持
ち
運
べ
る
「
容
器
」
で
は
な
く
、
墓
所
に
据
え
置
い
た

「
施
設
」
の
一
部
と
み
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
と
関
連
し
て
想
起
さ
れ
る
の
は
、
鍍
金
を
施
し
た
後
に
墓
誌
銘
が
刻
ま

れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
銘
文
の
後
刻
は
金
銅
製
骨
蔵
器
で
は
例
が
な
く
、
む

し
ろ
建
築
材
の
設
置
銘
に
近
い
も
の
を
感
じ
る
。
鍍
金
後
に
刻
銘
を
行
っ
て
い

る
例
と
し
て
、
粟
原
寺
三
重
塔
伏
鉢
（
和
銅
八
年
〔
七
一
五
〕）
が
挙
げ
ら
れ
る

（
写
真
5
）。
伏
鉢
と
は
、
塔
の
相
輪
基
部
に
設
置
さ
れ
る
半
球
形
の
部
材
で
あ

る
が
、
こ
の
場
合
、
粟
原
寺
の
四
至
や
願
主
名
、
願
文
な
ど
が
刻
ま
れ
て
い
た
。

露
盤
や
伏
鉢
、
相
輪
な
ど
は
組
み
合
わ
せ
を
考
え
て
鋳
造
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、

設
置
よ
り
も
か
な
り
前
に
製
作
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
一
方
、
願
文
な
ど

の
撰
文
は
、
建
築
部
材
の
製
作
と
は
別
の
流
れ
で
ゆ
っ
く
り
行
わ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
行
基
墓
所
の
場
合
も
、
建
築
部
材
に
匹
敵
す
る
「
銅
筒
」
の
製
作
が
先

行
し
、
そ
れ
と
は
別
の
場
所
で
墓
誌
銘
が
撰
文
さ
れ
、
最
後
の
墓
所
へ
の
設
置

前
に
刻
銘
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
掛
か
り
な
墓
所
ゆ
え
の
分
業
体
制

が
想
像
さ
れ
る
。

以
上
よ
り
、
行
基
の
墓
所
は
、
骨
蔵
器
を
土
坑
に
埋
め
置
く
一
般
的
な
火
葬

墓
と
は
全
く
異
な
り
、
文
字
通
り
「
舎
利
」
を
安
置
す
る
仏
塔
特
有
の
地
下
施

設
に
擬
し
た
も
の
だ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。『
大
僧
上
舎
利
瓶
記
』
の
最
後
に
は

「
彼
の
山
上
を
界
し
、
以
て
多
宝
の
塔
に
慕
す
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
舎
利
瓶

を
埋
納
し
た
丘
陵
地
の
一
画
を
塔
に
見
立
て
、
ま
た
慕
う
こ
と
に
し
た
と
い
う

意
味
で
あ
り
、
地
上
に
多
宝
塔
そ
の
も
の
を
建
立
し
た
、
と
ま
で
深
読
み
す
る

必
要
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
奈
良
時
代
に
は
ま
だ
墓
の
上
に
塔
を
建
て
る
風
習

は
な
く
、
ま
た
行
基
が
亡
く
な
っ
て
約
一
月
半
の
期
間
で
は
塔
建
築
を
完
成
さ

せ
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
も
し
地
上
施
設
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
土
壇
に
相

し
る
べ

輪
状
の
標
を
建
て
る
程
度
の
簡
易
な
も
の
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
と
も
あ

写真5 粟原寺三重塔伏鉢（奈良・談山神社）と銘文拡大
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れ
、
奈
良
時
代
の
高
僧
の
墓
が
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
中
、
行
基
の
場
合

は
墓
の
構
造
と
造
営
理
念
が
う
か
が
え
る
き
わ
め
て
貴
重
な
事
例
と
い
え
よ
う
。

6
、
行
基
墓
誌
残
欠
か
ら
考
え
る
行
基
集
団

こ
れ
ま
で
の
指
摘
を
ま
と
め
る
と
、
行
基
墓
誌
断
片
は
、
①
二
六
㎏
以
上
も

あ
る
大
型
の
金
銅
製
円
筒
形
容
器
で
あ
っ
た
、
②
そ
の
鋳
造
は
大
き
な
気
泡
を

い
く
つ
も
含
む
粗
い
も
の
で
あ
っ
た
、
③
東
大
寺
の
大
仏
や
八
角
燈
籠
、
二
月

堂
本
尊
光
背
な
ど
と
は
金
属
成
分
が
異
な
り
、
官
営
工
房
と
は
別
の
場
所
で
の

製
作
を
思
わ
せ
る
、
④
銘
文
や
罫
線
は
力
強
く
や
や
個
性
的
で
、
鍍
金
を
施
し

た
後
か
ら
刻
ん
で
い
た
、
⑤
行
基
墓
の
地
下
構
造
は
仏
塔
の
舎
利
埋
納
施
設
に

近
い
も
の
で
あ
っ
た
、
な
ど
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
断
片
的
な
情
報
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
か
ら
浮
か
び
上
が
る
行
基
墓
所
の
造
営
者
、
ひ
い
て
は
行
基
集
団
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
少
し
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
①
の
重
厚
な
金
銅
製
外
容
器
に
関
し
て
、
銀
製
の
舎
利
瓶
を
収
め
る
た

め
に
こ
れ
を
造
り
、
さ
ら
に
鑰
付
き
の
銅
製
外
容
器
と
八
角
形
の
石
筒
を
用
意

し
て
収
納
す
る
と
い
う
、
⑤
に
ま
と
め
た
実
に
大
掛
か
り
な
造
作
が
こ
の
墓
所

の
大
き
な
特
徴
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
金
・
銀
・
銅
・
石
と
い
う
素
材
の
異
な

る
容
器
を
重
ね
て
奉
籠
す
る
の
は
、『
大
般
涅
槃
経
』
に
説
く
釈
迦
の
棺
の
あ
り

様
に
因
む
も
の
で
あ
り
、
ま
た
塔
に
仏
舎
利
を
奉
納
す
る
形
式
と
し
て
中
国
で

発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
倣
お
う
と
し
た
の
は
、
飛
鳥
・
白
鳳

寺
院
で
塔
心
礎
に
舎
利
を
納
め
た
経
緯
や
記
憶
を
聞
き
伝
え
ら
れ
た
僧
侶
、
す

な
わ
ち
行
基
の
弟
子
た
ち
の
発
意
と
み
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
行
基
本
人
が

自
ら
の
墓
に
贅
を
凝
ら
す
よ
う
遺
言
す
る
と
は
思
え
な
い
の
で
（
行
基
は
生
駒

山
東
麓
で
火
葬
す
る
よ
う
遺
言
し
た
）、
こ
の
よ
う
な
大
掛
か
り
な
地
下
施
設
と
な

っ
た
の
は
、「
弟
子
三
千
一
百
九
人
」（『
東
大
寺
要
録
』）
と
も
記
さ
れ
る
大
勢
の

崇
敬
者
の
想
い
を
汲
み
、
ま
た
今
後
の
頂
礼
対
象
に
相
応
し
い
も
の
を
残
す
べ

く
、
弟
子
た
ち
が
考
え
抜
い
た
結
果
な
の
で
あ
ろ
う
。
前
例
の
な
い
墓
所
造
営

計
画
に
苦
慮
し
た
と
想
像
さ
れ
る
が
、
一
方
、
八
世
紀
前
半
は
持
統
、
文
武
、

元
正
、
元
明
の
歴
代
天
皇
が
火
葬
で
葬
ら
れ
て
お
り
、
前
代
の
古
墳
と
は
異
な

る
埋
葬
施
設
を
備
え
た
山
陵
が
設
計
、
造
営
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
山
陵

造
営
に
伝
統
的
に
関
わ
っ
て
き
た
土
師
氏
の
よ
う
な
集
団
で
あ
れ
ば
（
17
）、
そ
う
し

た
施
設
を
参
考
に
行
基
墓
所
の
計
画
や
造
営
を
援
助
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
行
基
が
最
後
を
迎
え
た
菅
原
寺
は
大
和
の
土
師
氏
の
本
拠
に

建
つ
寺
で
あ
り
、
ま
た
行
基
の
十
弟
子
の
一
人
で
あ
る
法
儀
は
土
師
氏
の
出
身

で
あ
っ
た
（
後
述
）。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
考
え
て
、
行
基
の
墓
所
造
営
、
そ
し

て
舎
利
瓶
や
外
容
器
の
設
計
は
、
弟
子
た
ち
を
中
核
と
し
な
が
ら
土
師
氏
の
よ

う
な
特
定
氏
族
の
支
援
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
そ
の
弟
子
た
ち
と
は
ど
の
よ
う
な
面
々
で
あ
っ
た
の
か
。『
大
僧
正

師
徒
各
位
注
録
』（『
大
僧
正
記
』
と
も
。
唐
招
提
寺
蔵
）
に
よ
れ
ば
、
行
基
の
弟
子

は
「
十
弟
子
僧
」「
翼
従
弟
子
千
有
余
人
」「
侍
者
千
有
余
人
」「
親
族
ノ
弟
子
百

有
余
人
」
の
四
種
に
分
か
れ
、
主
だ
っ
た
弟
子
三
十
四
名
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
（
日
下
一
九
一
七
）。「
十
弟
子
僧
」
と
は
釈
迦
の
十
大
弟
子
に
倣
っ
て
選

ば
れ
た
指
導
的
立
場
の
弟
子
た
ち
と
み
ら
れ
、
景
静
（
弓
削
氏
）
を
筆
頭
に
、
玄

基
（
尾
張
氏
）、
法
義
（
土
師
氏
）、
行
林
（
犬
貝
氏
）、
神
忠
（
高
志
氏
）、
延
豊

（
秦
氏
）、
慈
深
（
辛
国
氏
）、
平
則
（
坐
氏
）、
首
勇
（
河
原
氏
）、
崇
道
（
大
唐
蘇

氏
）
が
並
ぶ
（
以
上
、
括
弧
内
は
出
身
氏
族
名
）。
中
で
も
景
静
は
『
大
僧
上
舎
利

瓶
記
』
の
中
で
行
基
の
死
を
嘆
き
悲
し
む
僧
の
代
表
と
し
て
名
が
挙
が
っ
て
お

り
、
行
基
一
番
の
愛
弟
子
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
、
東
大
寺
大
仏
開
眼
会
で
は

聖
武
天
皇
の
勅
命
に
よ
り
都
講
を
務
め
て
い
る
（『
東
大
寺
要
録
』
天
平
勝
宝
四
年

13 ���� 21 (2019)
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〔
七
五
二
〕
三
月
廿
一
日
勅
書
）。
景
静
は
、
高
齢
の
行
基
に
代
わ
っ
て
、
大
仏

造
立
の
た
め
の
衆
庶
勧
進
を
率
先
し
て
行
い
、
そ
の
功
績
に
よ
り
都
講
に
招
請

さ
れ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
（
石
村
一
九
七
三
）。
ま
た
法
義
と
崇
道
は
、
天

平
勝
宝
六
年
（
七
五
四
）、
来
朝
し
た
鑑
真
を
難
波
駅
で
迎
接
す
る
よ
う
勅
命
を

受
け
た
僧
侶
で
あ
り
（『
東
大
寺
要
録
』
巻
第
四
「
大
和
尚
伝
」）、
そ
の
法
義
と
首

勇
は
共
に
宝
亀
三
年
（
七
七
二
）
に
勅
命
に
て
十
禅
師
に
選
任
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
玄
基
は
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
に
大
安
寺
仁
王
会
で
講
師
を
務
め

（
『
大
安
寺
三
綱
牒
』
四
月
七
日
）、
延
豊
は
山
階
寺
の
「
寺
主
」
で
あ
っ
た
（『
山

階
寺
三
綱
牒
』
天
平
宝
字
二
年
〔
七
五
八
〕、『
大
日
本
古
文
書
』
第
四
）。
こ
の
よ
う
に

行
基
の
弟
子
た
ち
に
は
公
務
に
携
わ
り
、
ま
た
官
寺
で
活
躍
す
る
も
の
が
少
な

く
な
か
っ
た
。

こ
の
「
十
弟
子
僧
」
に
続
く
「
翼
従
弟
子
」
は
、
行
基
の
教
導
に
従
う
僧
侶

の
集
団
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
代
表
の
一
人
に
光
信
の
名
が
見
え
る
が
、
彼
は
行

基
の
臨
終
間
際
に
お
い
て
、
行
基
建
立
の
諸
院
を
維
持
す
る
よ
う
遺
言
さ
れ
た

弟
子
で
あ
り
（『
行
基
年
譜
』）、
宝
亀
三
年
（
七
七
二
）
に
は
先
掲
の
法
義
や
首
勇

ら
と
並
ん
で
勅
命
で
十
禅
師
に
選
ば
れ
て
い
る
。
そ
し
て
『
大
僧
正
師
徒
各
位

注
録
』
が
最
後
に
掲
げ
る
「
親
族
弟
子
」
は
、
行
基
と
縁
戚
関
係
に
あ
る
弟
子

と
み
ら
れ
、
代
表
者
に
「
元
興
寺
僧
真
成
大
村
氏
、
薬
師
寺
僧
浄
安
高
志
氏
」

ら
が
挙
が
っ
て
い
る
。
筆
頭
の
真
成
は
『
大
僧
上
舎
利
瓶
記
』
の
撰
文
者
の
「
沙

門
真
成
」
と
同
一
人
物
で
あ
る
。
文
章
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
縁
戚
ゆ
え
に
、

行
基
の
出
自
や
過
去
の
事
績
に
関
わ
る
情
報
の
取
り
ま
と
め
に
利
が
あ
り
、
撰

文
を
任
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、『
大
僧
上
舎
利
瓶
記
』
の
終
盤
で

「
弟
子
僧
景
静
等
は
攀
号
す
る
も
及
ば
ず
、
瞻
仰
す
れ
ど
も
見
る
も
の
無
く
、

唯
だ
砕
け
残
れ
る
舎
利
有
る
の
み
な
り
」
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
景
静
を

筆
頭
と
す
る
十
弟
子
僧
の
嘆
き
の
様
を
実
見
し
、
自
ら
も
悲
し
み
を
抱
く
「
身

内
」
な
ら
で
は
の
表
現
と
も
受
け
取
れ
る
。
こ
の
銘
文
を
鍍
金
の
後
に
刻
む
こ

と
に
な
っ
た
（
上
記
④
）
の
は
、
公
的
記
録
を
編
纂
し
て
卒
伝
を
作
る
計
画
性
や

冷
静
さ
と
は
反
対
の
状
況
に
あ
り
な
が
ら
、
自
制
を
保
ち
修
正
を
繰
り
返
し
、

多
く
の
時
間
を
費
や
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
本
節
の
冒
頭
に
掲
げ
た
、
②
墓
誌
断
片
に
は
気
泡
が
多
く
、
③
金
属

成
分
が
東
大
寺
の
銅
製
品
と
は
異
な
り
、
官
営
工
房
の
作
と
は
み
ら
れ
な
い
こ

と
、
な
ど
か
ら
、
行
基
の
舎
利
瓶
を
収
め
る
容
器
は
、
行
基
集
団
の
周
辺
で
金

工
技
術
に
長
け
た
者
を
抱
え
る
氏
族
の
援
助
に
よ
り
作
ら
れ
た
と
み
る
の
が
妥

当
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
土
師
氏
や
秦
氏
、
高
志
氏
な
ど
行
基
に
関
係
が
深
く
、

特
定
の
技
術
伝
統
を
も
つ
渡
来
系
氏
族
が
有
力
候
補
と
な
る
。
本
貫
氏
族
の
例

と
し
て
、
や
や
古
い
事
例
で
は
あ
る
が
、
銀
製
墓
誌
で
知
ら
れ
る
僧
道
薬
（
和
銅

七
年
〔
七
一
四
〕
没
）
は
、「
大
楢
君
素
止
奈
の
孫
」
と
銘
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
現

在
の
奈
良
県
天
理
市
櫟
本
町
周
辺
（
現
在
も
楢
神
社
が
あ
る
）
に
住
ん
だ
帰
化
系

氏
族
の
出
身
で
あ
る
（
堀
池
一
九
六
一
）。
没
後
に
本
貫
近
く
に
帰
葬
さ
れ
た
の

で
あ
り
、
墓
誌
を
あ
え
て
銀
で
作
っ
た
の
は
氏
族
の
豊
か
な
財
力
を
反
映
し
た

も
の
で
あ
る
。
行
基
の
場
合
、
和
泉
や
河
内
で
の
活
動
を
考
え
る
と
、
出
自
で

あ
る
高
志
氏
や
蜂
田
氏
の
支
援
を
得
た
可
能
性
は
少
な
く
な
い
が
、
さ
ら
に
蓋

然
性
で
は
土
師
氏
の
関
与
が
よ
り
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、

行
基
が
最
後
を
迎
え
た
菅
原
寺
は
大
和
の
土
師
氏
の
本
拠
地
で
あ
り
、
葬
送
と

関
わ
る
点
で
も
土
師
氏
の
職
能
や
知
識
は
頼
る
に
相
応
し
い
（
18
）。
ま
た
行
基
に
よ

る
知
識
結
衆
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
え
る
大
野
土
塔
（
大
阪
府
堺
市
）
で
は
、
発
掘

調
査
に
よ
っ
て
約
一
二
〇
〇
点
の
文
字
瓦
が
発
見
さ
れ
、
非
常
に
多
く
の
人
々

が
瓦
を
寄
進
し
結
縁
し
て
い
た
様
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
中
で
も
「
矢
田
部

連
」
や
「
蓮
光
」
な
ど
の
人
名
瓦
は
数
多
く
見
出
さ
れ
、
大
檀
越
で
あ
っ
た
と

推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
並
ん
で
地
元
の
土
師
氏
（
土
塔
は
古
代
の
大
鳥
郡

14
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土
師
郷
に
造
ら
れ
た
）
の
刻
銘
も
多
く
、
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
（
近
藤
二
〇
一
四
）。
行
基
の
出
生
地
も
大
鳥
郡
で
あ
り
そ
の
縁
も
深
い

と
思
わ
れ
る
が
、
さ
ら
に
巨
大
古
墳
の
多
い
当
地
周
辺
で
土
師
氏
が
蓄
え
た
土

木
技
術
に
期
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

銅
素
材
の
調
達
や
彫
金
技
術
に
つ
い
て
は
、
寺
院
造
営
の
技
術
の
延
長
上
で

対
応
が
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。
行
基
が
天
平
三
年
（
七
三
一
）
に
建
立
し
た
と
さ

れ
る
山
崎
院
（
京
都
府
乙
訓
郡
大
山
崎
町
）
の
発
掘
調
査
で
は
、
同
院
南
限
に
あ

た
る
山
陽
道
の
側
溝
か
ら
六
枚
の
銅
イ
ン
ゴ
ッ
ト
が
発
見
さ
れ
た
（
林
二
〇
一

一
）。
こ
の
イ
ン
ゴ
ッ
ト
が
発
見
さ
れ
た
土
層
は
九
世
紀
第
1
四
半
期
の
遺
物

を
含
む
の
で
、
そ
れ
を
下
限
と
し
て
、
行
基
の
時
代
ま
で
遡
る
か
確
証
は
な
い

が
、
ゆ
か
り
の
寺
院
に
銅
素
材
が
蓄
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
大
い
に
注
目
さ
れ

る
。
行
基
集
団
に
関
わ
る
人
々
が
、
銅
素
材
を
流
通
さ
せ
、
あ
る
い
は
自
前
で

鋳
造
を
行
っ
て
い
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
、
行
基
の
墓
所
も
そ
の
延
長
上
で
造

営
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

以
上
、
行
基
墓
誌
断
片
か
ら
、
そ
の
製
作
を
担
っ
た
集
団
に
つ
い
て
簡
易
な

想
像
を
加
え
て
み
た
。
こ
の
流
れ
の
ま
ま
に
集
約
す
れ
ば
、
行
基
墓
所
の
大
掛

か
り
な
造
作
や
舎
利
瓶
な
ど
は
す
べ
て
行
基
を
取
り
巻
く
弟
子
や
氏
族
に
よ
っ

て
製
作
さ
れ
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
シ
ン
プ
ル
に
片

付
け
て
良
い
か
迷
う
部
分
も
あ
る
。
最
後
に
あ
え
て
そ
の
点
に
つ
い
て
触
れ
て

お
き
た
い
。

行
基
の
卒
伝
に
は
「
豊
櫻
彦
天
皇
（
聖
武
）
甚
だ
敬
重
し
た
ま
ふ
。
詔
し
て
、

大
僧
正
の
位
を
授
け
、
四
百
人
の
出
家
を
施
す
」
と
あ
る
（
『
続
日
本
紀
』
天
平
勝

宝
元
年
二
月
丁
酉
条
）。
ま
た
『
行
基
年
譜
』
に
は
天
平
十
三
年
（
七
四
一
）
に
聖

武
天
皇
が
山
城
の
泉
橋
院
に
行
幸
し
、
行
基
と
終
日
語
り
合
っ
た
と
も
伝
え
る
。

こ
の
泉
橋
寺
で
の
語
ら
い
は
史
実
に
異
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
聖
武
天
皇
が

行
基
を
篤
く
崇
敬
し
て
い
た
こ
と
を
象
徴
す
る
話
で
あ
る
。
そ
の
天
皇
が
行
基

の
死
に
際
し
て
何
も
し
な
か
っ
た
と
は
考
え
難
い
の
で
は
な
い
か
。
記
録
に
は

残
ら
な
い
も
の
の
、
相
応
の
弔
物
・
賻
物
を
送
っ
て
い
た
こ
と
は
想
定
さ
れ
て

し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

天
平
十
七
年
（
七
四
五
）
の
大
僧
正
へ
の
抜
擢
は
、
東
大
寺
大
仏
造
営
に
貢
献

し
た
行
賞
と
見
る
向
き
も
あ
る
が
、
ひ
と
え
に
天
皇
の
崇
敬
に
よ
る
特
例
に
他

な
ら
な
い
。
大
僧
正
と
は
こ
れ
ま
で
に
存
在
し
な
か
っ
た
地
位
で
、
仏
教
界
を

教
導
、
統
括
す
る
僧
綱
（
基
本
定
員
は
僧
正
一
名
、
大
僧
都
一
名
、
小
僧
都
二
名
、
律

師
三
名
の
計
七
名
）
の
最
上
位
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
行
基
が

大
僧
正
に
勅
任
さ
れ
た
時
、
僧
綱
の
最
高
位
は
玄
昉
で
あ
っ
た
が
、
十
ヶ
月
後

に
筑
紫
観
世
音
寺
の
別
当
に
左
遷
さ
れ
て
い
る
。
行
基
は
没
す
る
ま
で
こ
の
大

僧
正
の
位
に
あ
っ
た
の
で
（
19
）、
平
時
は
僧
綱
と
し
て
正
五
位
相
当
な
い
し
そ
れ
以

上
の
賻
物
を
得
て
お
り
（
中
井
一
九
八
〇
）、
亡
く
な
っ
た
際
に
も
相
応
の
品
が

贈
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
行
基
へ
の
賻
物
の
記
録
は
な
い
が
、
神
亀
五
年

（
七
二
八
）
に
亡
く
な
っ
た
義
淵
僧
正
の
場
合
、「
遣
治
部
官
人
、
監
護
喪
事
、

又
詔
賻
絁
一
百
疋
、
糸
二
百
�
、
綿
三
百
屯
、
布
二
百
端
」
と
あ
り
（
神
亀
五
年

十
月
壬
午
条
）、
治
部
省
の
官
人
を
喪
事
の
監
護
に
当
た
ら
せ
、
絁
ほ
か
大
量
の

品
を
贈
っ
て
い
る
。
こ
の
賻
物
は
一
位
を
超
え
る
処
遇
で
あ
り
、
義
淵
の
場
合

は
特
例
で
あ
っ
た
と
い
う
が
（
中
井
前
掲
）、
行
基
で
あ
れ
ば
さ
ら
に
上
回
る
待

遇
で
あ
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
が
行
基
墓
所
の
造
営
、
こ
と
に
舎
利
瓶

や
外
容
器
に
用
い
ら
れ
た
銀
や
銅
素
材
、
鍍
金
の
た
め
の
砂
金
な
ど
を
購
う
た

め
に
活
用
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
穿
っ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
水
瓶
形
で
あ
っ
た
と
い
う
銀
の
舎
利
瓶
は
、

そ
の
製
作
に
高
度
な
金
工
技
術
が
必
要
で
あ
り
、
墓
誌
断
片
に
み
た
「
巣
」
の

多
い
鋳
銅
製
品
を
作
る
工
人
に
は
難
し
い
と
推
測
さ
れ
る
。
正
倉
院
宝
物
あ
る

15 ���� 21 (2019)
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い
は
法
隆
寺
献
納
宝
物
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
と
し
て
現
在
に
遺
る
金
属
製
の

水
瓶
を
み
る
と
、
ほ
ぼ
す
べ
て
が
銅
製
（
佐
波
理
）
で
、
い
ず
れ
も
本
体
を
鋳
造

後
に
轆
轤
挽
き
で
器
壁
を
極
め
て
薄
く
削
っ
て
仕
上
げ
て
い
る
（
加
島
二
〇
一

一
な
ど
）。
高
台
や
頸
部
を
後
か
ら
接
合
す
る
場
合
で
も
、
薄
手
の
部
材
を
精
巧

に
継
い
で
お
り
、
簡
単
に
模
倣
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
貴
重
な
銀
素
材
を
用

い
、
難
易
度
の
高
い
水
瓶
形
の
容
器
を
作
る
に
は
、
か
な
り
の
経
験
が
必
要
で

あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
さ
ら
に
技
巧
的
頂
点
に
あ
る
唐
か
ら
の
将
来
品
や
、

諸
工
人
の
作
例
を
間
近
に
見
て
模
作
で
き
る
環
境
こ
そ
、
優
品
を
生
み
出
す
に

最
も
有
利
な
場
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
考
え
る
と
、
銀
製
の
舎
利
瓶
は
造
東
大
寺

司
の
よ
う
な
官
営
工
房
で
な
け
れ
ば
製
作
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と

さ
え
思
わ
れ
る
。
現
物
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
以
上
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま

で
推
測
で
し
か
な
い
。
し
か
し
、
民
衆
の
菩
薩
で
あ
る
一
方
、「
官
僧
」
で
も
あ

っ
た
行
基
の
死
に
際
し
て
、
天
皇
を
は
じ
め
公
的
な
対
応
が
な
か
っ
た
と
は
考

え
難
く
、
む
し
ろ
そ
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
行
基
集
団
の
実
動
が
あ
っ
た
と
考

え
て
お
く
の
が
素
直
な
よ
う
に
思
え
る
。

お
わ
り
に

本
稿
は
行
基
墓
誌
断
片
の
詳
細
を
紹
介
す
る
こ
と
を
主
眼
に
し
て
い
た
が
、

二
月
堂
本
尊
光
背
断
片
の
調
査
が
叶
い
、
こ
れ
を
比
較
資
料
と
す
る
こ
と
で
話

の
裾
が
広
が
っ
た
次
第
で
あ
る
。
冗
長
の
程
は
お
許
し
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

当
初
の
予
想
で
は
、
行
基
墓
誌
断
片
の
金
属
組
成
は
東
大
寺
大
仏
に
近
い
も

の
に
な
る
と
考
え
て
い
た
。
行
基
は
天
平
二
十
一
年
（
七
四
九
）
に
亡
く
な
る
が
、

ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
に
大
仏
の
鋳
造
は
ほ
ぼ
終
了
し
て
い
る
（
開
眼
会
は
三
年
後
）。

い
わ
ば
、
仏
教
界
の
巨
人
の
死
と
盧
舎
那
仏
の
誕
生
が
期
を
一
に
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
聖
武
天
皇
が
帰
依
し
た
行
基
の
た
め
、
日
本
で
最
も
多
く
銅
が
集
積

さ
れ
て
い
る
東
大
寺
よ
り
、
そ
の
一
滴
を
割
い
て
墓
所
に
捧
げ
た

。
そ
れ
は

美
談
で
あ
り
、
大
い
に
あ
り
得
そ
う
な
話
と
思
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
結
果

は
反
対
で
あ
り
、
官
営
工
房
の
作
で
は
な
く
、
行
基
集
団
や
そ
れ
を
支
え
る
氏

族
に
よ
る
製
作
の
可
能
性
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

も
と
よ
り
限
ら
れ
た
情
報
の
中
で
、
推
測
を
重
ね
る
以
外
に
全
体
像
を
見
通

す
術
は
な
か
っ
た
が
、
最
終
的
に
行
基
の
墓
所
造
営
は
、
様
々
な
人
々
の
関
与

に
よ
り
成
立
し
た
と
見
て
お
く
の
が
良
い
と
思
わ
れ
た
。
行
基
の
活
動
は
と
か

く
民
衆
の
利
益
と
国
家
の
要
望
の
二
極
対
立
的
に
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く

な
い
。
し
か
し
、
行
基
の
弟
子
た
ち
は
官
寺
に
籍
を
も
ち
、
勅
命
を
受
け
て
公

事
に
あ
た
る
こ
と
も
多
く
、
そ
の
活
動
に
民
・
官
の
単
純
な
塗
り
分
け
は
難
し

い
の
が
実
状
で
あ
ろ
う
。
大
仏
造
立
へ
の
協
力
が
、
民
の
一
握
り
の
土
で
も
許

さ
れ
た
よ
う
に
、
行
基
の
墓
所
造
営
も
官
民
問
わ
な
い
「
知
識
」
の
結
集
が
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
全
般
に
わ
た
り
大
方
の
ご
批
正
を
頂
け
た
ら
幸
い
で

あ
る
。

な
お
、
本
稿
掲
載
の
写
真
は
、
部
分
拡
大
を
除
き
当
館
の
佐
々
木
香
輔
氏
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
蛍
光
Ｘ
線
分
析
は
当
館
の
鳥
越
俊
行
氏
に
対
応
頂
い
た
。

ま
た
、
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
筑
波
大
学
名
誉
教
授
根
本
誠
二
先
生
よ

り
多
大
な
る
ご
教
示
・
ご
支
援
を
頂
い
た
。
末
筆
な
が
ら
記
し
て
感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
る
。

（
よ
し
ざ
わ

さ
と
る
／
奈
良
国
立
博
物
館
学
芸
部
列
品
室
長
）

16
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注（
1
）
先
行
研
究
と
し
て
は
、
水
木
要
太
郎
氏
の
報
告
（
水
木
一
九
一
四
）
を
は
じ
め
、

梅
原
末
治
氏
の
考
察
（
梅
原
一
九
一
五
ａ
・
ｂ
）、『
天
平
地
寶
』
に
お
け
る
紹
介

（
石
田
ほ
か
一
九
三
七
）
な
ど
が
早
い
段
階
の
も
の
で
あ
る
。
古
代
の
墓
誌
の
一

つ
と
し
て
最
も
詳
し
い
報
告
は
『
古
代
の
墓
誌
』（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥

資
料
館
一
九
七
七
）
で
あ
り
、
墓
所
も
含
め
て
考
古
学
的
に
紹
介
し
た
も
の
に
大

脇
氏
の
論
稿
が
あ
る
（
大
脇
二
〇
〇
二
）。
他
に
も
行
基
墓
誌
に
触
れ
た
展
覧
会

図
録
や
概
説
書
は
非
常
に
多
い
。

な
お
、
本
品
の
名
称
は
「
行
基
墓
誌
残
欠
」（『
奈
良
国
立
博
物
館
の
名
宝
』
一

九
九
七
）
の
他
、「
墓
誌
断
片
（
奈
良
県
行
基
墓
出
土
）」（
当
館
Ｈ
Ｐ
・
収
蔵
品
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
、
文
化
財
オ
ン
ラ
イ
ン
解
説
等
）、「
銅
製
行
基
舎
利
瓶
残
片
」（
重
要

美
術
品
登
録
名
称
）、「
行
基
骨
蔵
器
断
片
」（『
古
代
の
墓
誌
』
一
九
七
七
）
な
ど

様
々
に
呼
ば
れ
て
い
る
。
行
基
墓
誌
の
破
片
は
本
品
が
唯
一
の
品
な
の
で
、
い
ず

れ
の
名
称
で
も
混
乱
は
な
い
が
、
本
稿
で
は
「
行
基
墓
誌
断
片
」
を
用
い
る
こ
と

に
し
た
。
ち
な
み
に
、「
墓
誌
断
片
（
行
基
墓
出
土
）」
と
い
う
の
は
厳
密
に
は
正

し
く
な
い
。
現
在
の
竹
林
寺
境
内
の
行
基
墓
か
ら
鎌
倉
時
代
に
発
掘
さ
れ
た
の
は

完
全
な
形
の
骨
蔵
器
と
外
容
器
（
墓
誌
銘
を
刻
む
）
で
、
戦
国
時
代
の
火
災
に
よ

り
現
在
の
「
墓
誌
断
片
」
と
な
り
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
か
分
か
ら
ぬ
が
、

輿
山
往
生
院
の
本
堂
裏
の
五
輪
塔
（
こ
ち
ら
も
行
基
墓
と
称
さ
れ
る
）
の
下
か
ら

掘
り
出
さ
れ
た
と
地
元
で
は
伝
承
さ
れ
て
い
る
（
瀬
尾
一
九
九
二
）。「
断
片
」
が

「
行
基
墓
」
か
ら
出
土
し
た
と
い
う
点
に
あ
い
ま
い
さ
を
含
ん
で
い
る
。
ま
た

「
銅
製
行
基
舎
利
瓶
残
片
」
も
、
本
品
は
行
基
舎
利
瓶
で
は
な
く
そ
の
外
容
器
の

断
片
な
の
で
適
切
で
は
な
い
。「
行
基
墓
誌
残
欠
」
は
当
館
の
展
示
等
に
お
い
て
最

も
多
用
し
て
き
た
名
称
で
あ
る
が
、
本
稿
で
併
せ
て
紹
介
す
る
「
二
月
堂
本
尊
光

背
断
片
」
と
統
一
を
は
か
る
た
め
に
「
残
欠
」
で
な
く
「
断
片
」
と
し
た
。

（
2
）
行
基
墓
所
の
位
置
に
つ
い
て
は
竹
林
寺
境
内
と
す
る
も
の
と
、
そ
の
南
方
の
輿
山

往
生
院
付
近
と
す
る
も
の
が
あ
り
、
特
に
後
者
は
江
戸
時
代
に
表
さ
れ
た
『
生
駒

山
竹
林
寺
縁
起
』
の
伝
承
を
根
拠
と
す
る
も
の
で
歴
史
的
信
憑
性
は
低
い
（
瀬
尾

一
九
九
二
）。
竹
林
寺
境
内
に
お
け
る
墓
所
の
位
置
に
つ
い
て
は
狭
川
真
一
氏
の

考
察
が
参
考
に
な
る
（
狭
川
二
〇
〇
九
）。

（
3
）
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
所
収
。
ま
た
『
行
基
事
典
』
の
釈
文
も
参
照
し
た
。
な
お
、

ほ
ぼ
同
内
容
の
別
本
が
『
大
和
國
生
馬
山
有
里
村
行
基
菩
薩
御
遺
骨
出
現
之
事
』

と
題
し
て
『
續
群
書
類
從
』
第
八
輯
下
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
4
）
僧
寂
滅
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
行
基
墓
所
発
掘
の
経
緯
を
唐
招
提

寺
に
注
進
し
て
い
る
の
で
、
同
寺
の
僧
侶
も
し
く
は
末
寺
に
籍
の
あ
っ
た
僧
侶
と

推
定
さ
れ
て
い
る
（
井
上
（
編
）
一
九
九
七
）。
凝
然
の
遺
し
た
『
竹
林
寺
略
録
』

に
は
、
寂
滅
は
「
竹
林
寺
の
創
興
に
功
あ
り
」
と
記
し
て
お
り
、
こ
の
発
掘
を
機

に
行
基
を
ま
つ
る
塔
や
堂
宇
を
建
て
て
竹
林
寺
を
創
建
し
た
僧
侶
と
み
ら
れ
る
。

（
5
）
慶
恩
に
下
さ
れ
た
行
基
の
託
宣
の
一
つ
に
、
墓
の
上
に
建
つ
石
塔
の
二
層
目
に
舎

利
を
出
現
さ
せ
る
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
石
塔
は
近
年
に
建
て
た

も
の
な
の
で
、
そ
こ
に
舎
利
が
出
現
し
た
こ
と
を
人
々
は
さ
ら
に
怪
し
ん
だ
と
い

う
。「
近
年
」、
す
な
わ
ち
鎌
倉
時
代
に
石
塔
が
建
て
ら
れ
た
の
は
、
そ
こ
に
大
が

か
り
な
建
築
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。『
大
僧
上
舎
利
瓶
記
』
に
い
う
「
多
寳
之

塔
」
は
、
墓
が
営
ま
れ
た
丘
陵
地
を
塔
に
見
た
て
た
も
の
と
思
わ
れ
、
簡
易
な
施

設
は
あ
っ
て
も
す
で
に
消
滅
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
そ
こ
が
行

基
の
墓
所
と
分
か
る
よ
う
な
伝
承
な
り
標
識
的
な
も
の
が
鎌
倉
時
代
ま
で
残
っ
て

い
た
か
ら
こ
そ
石
塔
が
建
て
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
6
）
例
え
ば
、
九
世
紀
の
『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
第
七
で
は
、
行
基
の
こ
と
を
妬
ん
だ

智
光
が
冥
界
に
行
き
、
行
基
菩
薩
が
転
生
し
て
住
む
こ
と
に
な
る
金
の
楼
閣
を
目

撃
す
る
話
が
あ
る
。

（
7
）
『
百
練
抄
』
嘉
禎
二
年
六
月
廿
四
日
条
。
中
山
観
音
堂
（
現
在
の
京
都
市
左
京
区

吉
田
に
か
つ
て
存
在
し
た
寺
。
千
手
観
音
を
本
尊
と
し
た
）
の
周
辺
で
、
細
瓶
に

安
置
し
た
行
基
菩
薩
の
遺
骨
と
称
す
る
も
の
が
開
帳
さ
れ
た
が
、
参
詣
の
輩
は
そ

の
遺
骨
（
粉
の
如
き
も
の
だ
っ
た
と
い
う
）
を
自
由
に
取
り
出
し
て
い
た
と
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
書
き
ぶ
り
で
は
、
本
物
の
行
基
の
遺
骨
な
の
か
疑
わ
し
い
が
、

行
基
の
舎
利
出
現
の
ニ
ュ
ー
ス
が
都
で
も
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
8
）
『
東
大
寺
續
要
録
』
供
養
編
本
「
行
基
舎
利
供
養
事
」、「
大
佛
殿
行
基
菩
薩
骨
舎

利
供
養
事
弘
長
元
年
」「
同

弘
長
三
年
」。
な
お
、
唐
招
提
寺
に
は
「
大
聖
竹
林

寺
」
の
針
書
銘
を
も
つ
鎌
倉
時
代
の
小
型
舎
利
容
器
が
伝
わ
っ
て
お
り
（
写
真
6
）、

中
に
行
基
菩
薩
三
生
（
天
竺
や
日
本
に
転
生
し
た
三
生
涯
）
の
舎
利
を
納
め
て
い

る
。
正
嘉
三
年
に
東
大
寺
で
行
わ
れ
た
行
基
舎
利
供
養
は
こ
の
舎
利
で
あ
っ
た
と

の
見
方
が
あ
る
（
奈
良
六
大
寺
大
観
刊
行
会
一
九
六
九
）。
し
か
し
、
ま
だ
こ
の

頃
は
本
物
の
行
基
舎
利
も
存
在
し
て
い
た
の
で
、
擬
似
的
な
舎
利
を
供
養
に
用
い

る
ま
で
も
な
か
っ
た
か
と
思
料
す
る
。
一
方
、
江
戸
時
代
の
延
享
四
年
（
一
七
四

七
）
は
行
基
菩
薩
一
千
年
忌
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
は
一
千
百
年
忌
に
あ
た

り
、
同
じ
く
東
大
寺
で
行
基
舎
利
供
養
が
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
る
（
中
尾
一
九
九

〇
）。
こ
の
頃
に
は
行
基
舎
利
瓶
は
失
わ
れ
て
い
る
の
で
（
十
五
世
紀
末
の
合
戦

で
竹
林
寺
は
炎
上
、
行
基
舎
利
瓶
も
灰
塵
に
帰
し
た
と
み
ら
れ
る
）、
先
の
行
基
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「
三
世
舎
利
」
が
使
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
9
）
『
竹
林
寺
略
録
』
は
『
大
日
本
仏
教
全
書
』（
鈴
木
学
術
財
団
一
九
七
二
）
や
、

『
竹
林
寺
の
歴
史
』（
中
尾
一
九
九
〇
）、『
生
駒
市
誌
』（
生
駒
市
誌
編
纂
委
員
会

一
九
七
一
）
な
ど
に
所
収
。

（
10
）
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
明
応
七
年
八
月
六
日
条
。
こ
の
合
戦
に
よ
る
火
災
で
行

基
舎
利
瓶
や
外
容
器
が
失
わ
れ
た
と
み
る
意
見
は
多
い
（
例
え
ば
、
清
水
二
〇
一

五
）。

（
11
）
『
大
僧
上
舎
利
瓶
記
』
は
、
水
木
一
九
一
四
、
梅
原
一
九
一
五
ａ
・
ｂ
、
石
田
ほ

か
一
九
三
七
、
井
上
一
九
五
九
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
資
料
館
一
九

七
七
、
井
上
（
編
）
一
九
九
七
な
ど
に
全
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
吉
田
靖
雄
氏

に
よ
れ
ば
、『
大
僧
上
舎
利
瓶
記
』
は
唐
招
提
寺
に
伝
わ
る
も
の
の
他
に
宮
内
庁
図

書
寮
所
蔵
の
『
池
底
叢
書
』
三
一
巻
に
含
ま
れ
る
も
の
が
あ
り
、
後
者
は
一
行
二

十
字
詰
で
書
か
れ
て
お
り
墓
誌
の
字
配
り
を
忠
実
に
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う

（
吉
田
一
九
八
七
）
。
な
お
、「
大
僧
上�

」
は
「
大
僧
正�

」
が
正
し
い
が
、
唐
招
提

寺
本
（
写
真
1
）
の
表
題
に
合
わ
せ
て
、
本
稿
で
は
『
大
僧
上
舎
利
瓶
記
』
と
表

記
し
て
い
る
。

（
12
）
『
大
僧
上
舎
利
瓶
記
』
が
原
則
と
し
て
一
行
二
十
字
詰
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な

い
。
た
だ
し
、
墓
誌
断
片
の
三
行
目
の
「
一
年
二
月
二
日
丁
」
は
漢
数
字
が
多
い

た
め
詰
め
て
刻
字
し
て
お
り
、
二
行
目
の
六
文
字
と
同
じ
縦
幅
内
に
七
文
字
を
入

れ
て
い
る
。
藤
澤
一
夫
氏
は
、
こ
の
行
を
二
十
一
文
字
詰
め
に
し
て
本
品
の
拓
本

を
上
手
く
嵌
め
込
ん
だ
図
を
作
成
し
て
い
る
（
藤
澤
一
九
五
六
）。
こ
れ
が
最
も

現
物
に
近
い
復
元
と
見
な
さ
れ
、
本
稿
の
図
5
に
引
用
し
た
。

（
13
）
本
品
は
不
整
の
逆
三
角
形
で
、
向
か
っ
て
左
の
角
が
や
や
高
い
。
本
品
を
中
軸
線

に
そ
っ
て
立
た
せ
た
時
、
左
角
か
ら
最
下
端
ま
で
の
高
さ
が
「
最
大
高
」
一
〇
・

七
㎝
で
あ
る
。
現
物
の
実
寸
と
し
て
の
「
最
大
長
」
は
、
中
央
の
罫
線
の
あ
た
り

で
九
・
七
㎝
と
な
る
。

（
14
）
墓
誌
の
刻
銘
内
に
鍍
金
が
あ
る
こ
と
は
『
古
代
の
墓
誌
』（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究

所
飛
鳥
資
料
館
一
九
七
七
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
行
基
墓
誌
断
片
に

関
し
て
は
、
刻
銘
内
の
鍍
金
に
関
す
る
記
載
が
な
い
。

（
15
）
金
銅
製
品
が
被
熱
す
る
と
黒
褐
色
化
し
て
肉
眼
で
は
鍍
金
の
存
在
を
確
認
す
る
の

が
難
し
く
な
る
。
本
稿
で
紹
介
し
た
二
月
堂
本
尊
光
背
断
片
は
、
肉
眼
で
は
全
く

金
色
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
蛍
光
Ｘ
線
分
析
で
は
表
裏
面
に
強
い
金

の
反
応
が
あ
る
。
行
基
墓
誌
断
片
も
同
様
に
、
表
面
の
鍍
金
の
痕
跡
は
肉
眼
で
は

確
認
が
難
し
い
。
銘
文
の
中
は
す
べ
て
黒
褐
色
で
、
鍍
金
の
痕
跡
は
全
く
見
ら
れ

な
い
。
こ
れ
を
確
認
す
る
た
め
、
今
回
は
折
り
畳
ん
だ
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
に
幅
約
一

㎜
の
ス
リ
ッ
ト
を
切
り
開
け
、
そ
れ
を
銘
文
上
に
置
き
、
刻
銘
や
罫
線
の
中
に
の

み
蛍
光
Ｘ
線
が
照
射
さ
れ
る
よ
う
な
検
査
を
行
っ
た
。
結
果
、
文
字
の
な
い
表
面

で
は
金
が
検
出
さ
れ
る
一
方
、
刻
銘
の
中
で
は
ど
の
文
字
の
中
で
も
金
を
検
出
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
ハ
ン
デ
ィ
な
蛍
光
Ｘ
線
分
析
機
に
よ
る

簡
易
な
測
定
な
の
で
、
ま
た
別
の
機
会
に
よ
り
精
度
を
上
げ
た
分
析
を
行
う
必
要

は
あ
ろ
う
。

（
16
）
忍
性
は
鎌
倉
時
代
後
期
の
僧
侶
で
、
貧
民
や
病
人
な
ど
弱
者
救
済
や
架
橋
、
港
湾

整
備
な
ど
の
利
他
行
的
な
社
会
事
業
を
推
進
し
た
。
文
暦
二
年
（
一
二
三
五
）
の

行
基
墓
発
掘
の
際
に
忍
性
は
二
六
歳
で
、
お
そ
ら
く
行
基
墓
や
舎
利
瓶
の
現
物
を

見
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
彼
の
伝
記
『
性
公
大
徳
譜
』
に
は
毎
月
生
駒
に
詣
で
る

こ
と
六
年
、
と
あ
る
。
生
涯
を
か
け
た
社
会
事
業
も
行
基
の
事
跡
に
倣
っ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
竹
林
寺
の
忍
性
墓
は
、
八
角
形
の
石
櫃
の
中
に
銅
製
の
水
瓶
形
骨
蔵

器
を
納
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
金
銅
、
銅
製
の
外
容
器
こ
そ
省
略
し
て
い
る
も
の

の
、
行
基
墓
の
構
造
や
形
状
と
似
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
（
大
脇
二
〇
〇
二
、

吉
澤
二
〇
一
六
な
ど
）。
な
お
、
忍
性
墓
が
営
ま
れ
た
時
代
に
は
、
行
基
の
舎
利

瓶
は
ま
だ
現
存
し
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
面
影
を
多
少
な
り
と
も
反
映
し
て

い
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
17
）
土
師
氏
が
墳
墓
の
築
造
や
埴
輪
や
土
器
類
の
製
作
、
喪
葬
に
関
わ
る
諸
般
の
準
備

に
関
わ
っ
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
伝
統
よ
り
、
諸
陵
寮
の
頭
や
助

写真6 行基菩薩三世の舎利を納めた金銅舎
利容器（奈良・唐招提寺）
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に
土
師
宿
禰
が
歴
代
任
命
さ
れ
て
き
て
お
り
（
奈
良
時
代
で
は
宝
亀
二
年
〔
七
七

一
〕
七
月
の
土
師
宿
禰
和
麻
呂
の
助
任
命
が
最
後
）、
慶
雲
四
年
（
七
〇
七
）
に
は

造
山
陵
司
に
も
任
命
さ
れ
て
い
る
（
直
木
一
九
六
〇
）。

（
18
）
菅
原
の
地
は
、
天
応
元
年
（
七
八
一
）
に
改
氏
姓
を
願
い
出
て
、
そ
の
居
住
地
で

あ
る
地
名
か
ら
菅
原
姓
を
賜
っ
た
土
師
氏
の
本
貫
地
で
あ
る
。
大
和
の
土
師
氏
は

他
に
秋
篠
も
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
近
接
し
た
地
域
で
あ
る
。
菅
原
寺
の
東
方
、
菅

原
東
遺
跡
で
は
埴
輪
窯
や
古
墳
時
代
の
集
落
跡
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
佐
紀
・
盾

列
古
墳
群
に
関
わ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
菅
原
寺
に
隣
接
す
る
十

一
坪
の
出
土
品
に
は
「
竹
状
模
骨
丸
瓦
」
と
呼
ぶ
特
殊
な
作
り
の
瓦
が
あ
り
、
そ

れ
は
飛
鳥
寺
の
東
南
禅
院
や
、「
土
寺
」
の
墨
書
か
ら
土
師
氏
の
寺
と
さ
れ
る
姫
寺

廃
寺
（
左
京
八
状
三
坊
十
五
坪
）
か
ら
も
発
見
さ
れ
て
お
り
、
共
に
土
師
氏
と
の

関
連
が
想
定
さ
れ
て
い
る
（
大
西
二
〇
〇
三
）。
さ
ら
に
、
近
隣
に
残
る
宝
来
山

古
墳
は
垂
仁
天
皇
陵
に
治
定
さ
れ
て
い
る
が
、『
日
本
書
紀
』
で
は
こ
の
垂
仁
陵
に

お
い
て
、
土
師
氏
の
始
祖
の
野
見
宿
祢
が
埴
輪
を
作
り
殉
葬
者
に
替
え
た
話
を
載

せ
て
い
る
。
菅
原
は
、
ま
さ
に
土
師
氏
の
本
貫
に
相
応
し
い
土
地
で
あ
る
。

（
19
）
行
基
の
卒
伝
に
「
薬
師
寺
の
僧
」
と
記
さ
れ
る
の
は
、
僧
綱
が
薬
師
寺
に
置
か
れ

て
い
た
た
め
で
あ
り
、
最
後
ま
で
大
僧
正
の
位
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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〇
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濱
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史
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古
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澤
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』
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〇
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A CONSIDERATION OF THE FRAGMENT OF THE BRONZE

EPITAPH OF GYŌKI AS COMPARED WITH THOSE OF THE

MANDORLA OF THE PRINCIPAL ICON OF THE NIGATSUDŌ

HALL AT TŌDAI-JI TEMPLE

YOSHIZAWA SATORU

G yōki (668�749) was a Buddhist monk who lived during the Nara period. He spread
Buddhism among the populace, and having led social welfare projects working to aid
the poor and building bridges and reservoirs, he was lauded as a bodhisattva (Jpn.

bosatsu). The Nara National Museum possesses a fragment from the epitaph of Gyōki (color
photo 1). It is called an epitaph (boshi 墓誌), but it is in fact a part of a bronze container that
served as the outer case that held a silver reliquary in the shape of an ewer (sharihei 舎利瓶)
that held the remains of Gyōki. It is now an inverse triangle 10.7 centimeters in height on
whose surface 18 Chinese characters are incised. Through an analysis and examination of this
small fragment, this article considers those who created Gyōki’s tomb and his followers in gen-
eral (who were said to have numbered over 3000).

According to an examination of the fragment of the epitaph by fluorescent x-ray analysis,
the metallic content is approximately copper 85%, tin 1.5%, arsenic 4.1%, and lead 6.2%; gold
was only detected on the surface, demonstrating that it is characterized by having a relatively
high lead content. Many air bubbles were observed in a cross section, and as these are flaws
that lessen the metal’s strength, it is clear that the metal-casting technique was not advanced.
Moreover, I confirmed that the characters were incised with a chisel after it was gilded, which
is the opposite of the normal process used for epitaphs and in metalworking.

As for comparative source materials, when the fragments of the halo-like mandorla (Jpn. kō-
hai) of the principal icon of the Nigatsudō hall at Tōdai-ji temple (in the collection of Nara
National Museum) were analyzed, they proved to be nearly pure copper, with copper making
up 92.5% of the constituent metal. There were no air bubbles in a cross section, and it was
confirmed that the incisions were made after the gilding process, as was the standard practice
at the time. It is clearly unlike the fragment of the epitaph of Gyōki. The chief icon of the
Nigatsudō was produced by a state workshop charged with repairing Tōdaiji, and in contrast
we can hypothesize that the fragment of epitaph of Gyōki was produced in a private workshop.

A record states that the tomb of Gyōki had a large stone case containing a bronze container,
gilt-bronze container, and a silver reliquary in the shape of an ewer. This four-fold structure
and careful burial was not merely that of a tomb, but matched the foundation of a stupa to
enshrine a Buddha relic. I surmise that that the disciples of Gyōki devised it, keeping in mind
the enshrining of Buddha relics in pagodas during the 7th century. Furthermore, in the construc-
tion of the substantial containers, we can imagine the investment of assets and technology by
a wealthy local clan that worshiped Gyōki as a bodhisattva. The Sugawara-dera where Gyōki
met his end was a temple constructed in the territorial base of the Haji clan. The Haji were
a clan that had been involved in the construction of tombs and pottery, and it can be hypothe-
sized that their technology may have also been used in the construction of Gyōki’s tomb.

Bulletin of the Nara National Museum 21 (2019) 44 (51)

／鹿園雑集　２１号２０１９／英文　２１号／英文目次　２１号 2019.06.05 16.50.40 Page 3



奈
良
国
立
博
物
館
研
究
紀
要

鹿
園
雜
集

第
二
十
一
号

平
成
三
十
一
年
四
月
三
十
日
発
行

編
集
発
行

奈
良
国
立
博
物
館

〒
六
三
〇‐

八
二
一
三

奈
良
市
登
大
路
町
五
〇
番
地

印
刷
・
製
本

株
式
会
社
天
理
時
報
社

天
理
市
稲
葉
町
八
〇
番
地

／鹿園雑集　２１号２０１９／２１号縦組／学芸部研究活動報告３０年　３１‐４２ 2019.06.05 16.49.50 Page 12


